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伝
習
録
に
於
け
る

引
用
典
例
（
ご

野

村

恵

二

　
伝
習
録
に
於
て
引
用
さ
れ
た
出
典
な
ら
び
に
讐
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
出

典
と
し
て
は
四
書
五
経
な
ど
が
そ
の
中
心
を
な
し
、
中
で
も
大
学
・
論
語
・
孟
子

・
中
庸
と
一
番
多
い
。
又
讐
例
と
し
て
は
平
易
な
自
然
現
象
を
あ
げ
、
ま
た
実
際

生
活
に
そ
く
し
た
も
の
を
と
り
あ
げ
て
極
め
て
分
り
易
く
説
い
て
い
る
点
が
目
立

つ
。
以
下
そ
れ
ら
出
典
と
讐
例
に
つ
い
て
先
ず
本
稿
で
は
上
巻
の
序
と
徐
日
仁
所

録
お
よ
び
陸
原
静
所
録
に
筆
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

　
先
ず
序
お
よ
び
廃
園
仁
所
録
に
筆
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
陽
明
の
門
人
の
中
に
私
に
講
義
を
筆
録
し
て
い
た
者
の
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
し
め
た
こ
と
が
、
序
の
冒
頭
に
あ
る
。
そ
れ
は
医
者
の
治
療
法
を
教
育
法
の
例

と
し
て
陽
明
自
身
の
や
り
か
た
を
述
べ
、
門
人
等
の
心
が
ま
え
と
し
て
教
え
訓
し

て
い
る
。
即
ち
、

　
「
聖
賢
ノ
人
ヲ
教
ウ
ル
ハ
、
医
ノ
薬
ヲ
用
ウ
ル
が
如
シ
。
皆
病
二
七
ッ
テ
方
ヲ

立
テ
、
其
ノ
虚
実
・
温
涼
・
陰
陽
・
内
外
ヲ
酌
ン
デ
、
時
時
之
ヲ
加
減
ス
。
要
ハ

病
ヲ
去
ル
ニ
在
リ
テ
、
初
ヨ
リ
定
説
ナ
シ
。
若
シ
一
方
二
拘
熊
胆
バ
人
ヲ
殺
サ
ザ

ル
コ
ト
鮮
シ
。
今
某
諸
君
ト
、
各
々
偏
蔽
二
就
イ
テ
、
箴
切
砥
砺
ス
ル
ニ
過
ギ

ズ
。
但
ダ
能
ク
急
撃
セ
バ
、
即
チ
吾
が
言
已
二
型
疵
ト
為
ル
。
若
シ
面
心
守
リ
テ

成
訓
ト
為
サ
バ
、
他
日
己
ヲ
誤
り
、
人
ヲ
誤
ラ
ン
。
某
ノ
罪
過
、
復
タ
追
イ
賦
ウ

伝
習
録
に
於
け
る
0
1
用
典
例
（
一
）

可
ケ
ン
ヤ
。
」
と
あ
る
。

　
ま
た
、
相
手
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
、
適
度
に
説
話
す
べ
き
こ
と
の
例
と
し
て
、

　
「
愛
既
記
謡
講
先
生
ノ
教
ヲ
録
ス
。
同
門
ノ
友
、
是
ヲ
以
テ
相
規
ス
者
有
リ
。

愛
因
ッ
テ
之
二
謂
ッ
テ
日
ク
、
子
ノ
言
ノ
如
キ
ハ
、
即
チ
又
一
方
二
拘
執
シ
、
復
・

夕
先
生
ノ
意
ヲ
失
ウ
。
孔
子
、
三
訂
二
謂
イ
テ
嘗
テ
日
ク
、
予
言
ウ
コ
ト
無
カ
ラ

ン
ト
欲
ス
、
ト
。
他
日
ハ
則
チ
日
ク
、
吾
回
ト
言
ウ
コ
ト
終
日
ト
。
動
転
ゾ
言
ノ

ー
ナ
ラ
ザ
ル
ヤ
。
蓋
シ
子
貢
ハ
専
ラ
聖
人
ヲ
言
語
ノ
間
二
求
ム
。
故
二
孔
子
ハ
言

ウ
コ
ト
無
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
警
メ
、
之
ヲ
シ
テ
諸
ヲ
三
二
実
体
シ
テ
、
以
テ
自
得
ス

ル
コ
ト
ヲ
求
メ
シ
ム
。
顔
子
ハ
孔
子
ノ
言
北
画
テ
、
黙
識
心
通
シ
テ
、
三
二
在
ラ

ザ
ル
コ
ト
無
シ
。
江
戸
之
ト
言
ウ
コ
ト
終
日
ナ
ル
モ
、
江
河
ヲ
決
シ
テ
海
二
之
カ

シ
ム
ル
が
若
キ
ナ
リ
。
故
二
孔
子
ノ
子
貢
二
於
ケ
ル
ノ
言
ウ
コ
ト
無
キ
モ
少
シ
ト

為
サ
ズ
、
顔
子
二
於
ケ
ル
ノ
終
日
言
ウ
モ
多
シ
ト
為
サ
ズ
、
各
々
其
ノ
三
二
当
ル

ノ
ミ
。
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
の
中
の
「
予
言
ウ
コ
ト
無
カ
ラ
ン
ト
欲
ス
。
」
は
論
語
陽
貨
篇
よ
り
、
「
吾
回

　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ト
言
ウ
コ
ト
終
日
。
」
は
同
じ
く
論
語
　
為
政
篇
よ
り
、
　
「
黙
識
心
肝
。
」
も
ま
た
論

語
述
毒
心
よ
り
、
そ
う
し
て
、
一
日
中
話
を
し
て
い
て
も
自
然
に
通
じ
た
事
の
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
し
て
、
　
「
揚
子
江
や
黄
河
の
水
を
海
へ
切
り
落
す
よ
う
だ
。
」
と
、
説
い
て
い
る

の
は
孟
子
尽
心
上
篇
を
出
典
と
し
て
い
る
。
な
お
、
序
の
終
り
に
次
の
如
く
、

　
「
今
備
二
先
生
ノ
語
ヲ
録
ス
ル
ハ
、
固
ヨ
リ
先
生
ノ
欲
ス
ル
所
二
非
ズ
。
吾
が

一
〇
三



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

憐
ヲ
シ
テ
常
二
先
生
ノ
門
巨
星
ラ
シ
メ
バ
、
黙
認
ゾ
此
ヲ
事
ト
セ
ン
。
惟
ダ
或
ハ

時
有
リ
テ
側
ヲ
去
り
、
同
門
ノ
友
、
又
皆
群
ヲ
離
レ
テ
索
居
セ
ン
。
是
ノ
時
二
当

ッ
テ
ハ
、
儀
刑
既
二
五
ク
シ
テ
、
規
切
聞
ク
コ
ト
無
シ
。
愛
ノ
潮
干
ノ
如
キ
ハ
、

先
生
ノ
言
ヲ
得
テ
、
時
時
対
越
シ
テ
之
ヲ
警
発
ス
ル
ニ
非
ズ
ン
バ
、
其
ノ
擢
堕
品

評
セ
ザ
ル
者
幾
ン
ド
希
ナ
リ
。
吾
が
憐
先
生
ノ
言
二
野
テ
、
苛
モ
従
二
耳
二
入
リ

ロ
ニ
出
ダ
シ
テ
、
諸
ヲ
身
二
体
セ
ズ
ン
バ
、
則
チ
愛
ノ
此
ヲ
録
ス
ル
ハ
、
実
二
先

生
ノ
罪
人
ナ
リ
。
能
ク
之
ヲ
言
意
ノ
表
二
得
テ
、
諸
ヲ
践
履
ノ
実
二
誠
ナ
ラ
シ
メ

バ
、
則
チ
斯
ノ
録
ヤ
、
固
ヨ
リ
先
生
終
日
之
ヲ
言
ウ
ノ
心
ナ
リ
。
少
ク
可
ケ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ヤ
、
ト
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
中
の
「
群
ヲ
離
レ
テ
団
居
セ
ン
。
」
は
一
門
　
檀
弓
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

篇
に
あ
り
、
　
「
耳
二
入
リ
ロ
ニ
出
ル
。
」
は
団
子
　
勧
学
篇
に
あ
る
。

㊧
（
1
）
子
日
。
野
心
無
言
。
子
貢
日
。
子
馬
不
言
。
則
小
子
何
述
焉
。
子
日
。
天
何
言

　
　
　
哉
。
四
時
行
焉
。
百
物
生
焉
。
天
繕
言
哉
。

　
（
2
）
吾
輿
回
言
。
終
日
不
違
如
愚
。

　
（
3
）
子
日
。
黙
旧
識
之
。
学
而
不
厭
。
講
人
陰
倦
。
何
有
於
我
哉
。

　
（
4
）
孟
子
日
。
舜
桑
染
深
山
之
中
。
與
木
石
居
。
与
鹿
骨
遊
。
其
所
以
異
於
深
山
之

　
　
　
野
人
者
幾
希
。
及
其
聞
一
善
言
見
一
善
行
。
評
決
江
河
浦
然
。
莫
之
能
禦
也
。

　
（
5
）
子
夏
日
。
吾
離
群
而
索
出
。
亦
已
久
尖
。

　
（
6
）
小
入
之
三
三
。
入
乎
耳
出
乎
口
。
口
耳
之
聞
則
四
寸
耳
。
易
足
以
美
七
尺
之
躯

　
　
　
哉
。

　
以
上
は
序
に
於
け
る
陽
明
及
び
門
人
の
語
録
よ
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
徐

日
仁
・
陸
原
静
の
二
所
録
に
於
て
は
専
ら
陽
明
の
語
録
の
み
を
と
り
あ
げ
て
、
そ

の
出
典
、
讐
例
に
つ
い
て
論
究
し
た
い
。

　
愛
が
親
民
の
字
に
つ
い
て
質
問
し
た
時
に
陽
明
は
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。

　
「
君
子
ハ
其
ノ
賢
ヲ
賢
ト
シ
テ
、
其
ノ
親
ヲ
親
ミ
、
小
人
ハ
其
ノ
楽
ヲ
楽
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

デ
、
其
ノ
利
ヲ
利
ト
ス
、
赤
子
ヲ
保
ツ
ガ
如
シ
、
民
ノ
好
ム
所
ハ
之
ヲ
好
ミ
、
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ノ
悪
ム
所
ハ
之
ヲ
悪
ム
。
此
ヲ
之
レ
民
ノ
父
母
ト
謂
ウ
、
ト
云
ウ
が
如
キ
ノ
類
ハ

皆
是
レ
親
ノ
字
ノ
意
ナ
リ
。
」
と
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
大
学
よ
り
ひ
く
。

皿
〇
四

⑳
（
1
）
奮
迅
。
於
戯
。
前
王
不
忘
。
君
子
賢
其
賢
而
親
其
親
。
小
人
楽
其
楽
。
而
利
其

　
　
　
利
。
此
以
乱
世
不
忘
也
。

　
（
2
）
康
諮
艮
。
如
保
赤
子
。
富
盛
下
之
。
冷
込
中
不
遠
夷
。
未
有
学
養
子
。
而
后
嫁

　
　
　
者
也
。

　
（
3
）
詩
云
。
楽
只
君
子
。
民
之
父
母
。
民
之
所
好
好
好
之
。
民
之
所
悪
鳥
之
。
此
之

　
　
　
謂
民
之
父
母
。

　
次
い
で
述
べ
た
語
に

罠
ヲ
親
ム
・
ハ
猶
オ
孟
子
ノ
・
親
ヲ
親
ミ
・
民
ヲ
仁
鷺
ノ
謂
ノ
ゴ
ト
シ
・

之
ヲ
親
ム
ハ
即
チ
之
ヲ
仁
ス
ル
ナ
リ
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
孟
子
　
子
心
上
篇
に

あ
り
。㊧

（
1
）
孟
子
日
。
君
子
玄
海
物
心
。
愛
之
而
星
羅
。
於
民
也
。
仁
之
而
弗
親
。
親
親
而

　
　
　
仁
民
。
仁
心
而
愛
物
。

　
さ
ら
に
次
い
で
言
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
百
姓
親
マ
ズ
、
舜
、
契
ヲ
シ
テ
司
徒
タ
ラ
シ
メ
、
敬
ン
デ
五
教
ヲ
敷
ク
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ハ
、
之
ヲ
親
ム
所
以
ナ
リ
。
発
典
ノ
克
ク
峻
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
、
ト
ハ
便
チ
是
レ
明

　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
（
4
）
　
（
5
）

徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ナ
リ
。
以
テ
九
族
ヲ
親
ム
、
ヨ
リ
、
平
戸
・
協
和
、
二
至
ル
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

デ
、
便
チ
是
レ
民
ヲ
親
ム
ナ
リ
。
便
チ
是
レ
明
徳
ヲ
天
下
説
明
カ
ニ
ス
ル
ナ
リ
。
」

と
。
述
べ
て
あ
る
が
、
書
経
な
ら
び
に
大
学
よ
り
ひ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

㊧
（
1
）
帝
日
。
契
。
百
姓
不
親
五
品
隠
避
。
皮
作
面
従
。
敬
敷
五
教
。
在
寛
。

　
　
　
舜
典
）

　
（
2
）
克
明
俊
徳
。
以
親
九
族
。
　
（
書
経
尭
典
）

　
（
3
）
大
学
之
道
。
在
明
明
徳
。
在
親
民
。
　
（
大
学
）

　
（
4
）
九
族
既
睦
。
思
詰
百
姓
。
　
（
書
経
尭
典
）

　
（
5
）
百
姓
昭
明
。
協
和
万
邦
。
　
（
同
前
）

　
（
6
）
古
之
欲
明
明
旧
臣
天
下
者
。
先
治
其
国
。
　
（
大
学
）

（
書
経

「
孔
子
ノ
己
ヲ
修
メ
テ
以
テ
百
姓
ヲ
安
ン
ズ
、
ト
言
ウ
が
如
キ
モ
、
己
ヲ
修
人



ト
ハ
、
便
チ
是
レ
民
ヲ
親
ム
ナ
リ
。
民
ヲ
親
ム
ト
説
ケ
バ
、
便
チ
是
レ
教
養
ノ
意

ヲ
兼
ヌ
。
民
ヲ
新
ニ
ス
ト
説
ケ
バ
、
便
チ
偏
ル
ヲ
覚
ユ
。
」
と
。
こ
れ
は
論
語
　
憲

問
篇
よ
り
ひ
く
。

　
㊧
（
1
）
子
路
間
君
子
。
子
日
。
脩
己
以
敬
。
日
如
斯
而
已
乎
。
日
脩
己
以
安
人
。
日
。

　
　
　
　
　
如
斯
而
己
乎
。
日
。
脩
己
以
安
百
姓
。
脩
己
以
安
百
姓
。
尭
舜
其
猶
病
諸
。

　
孝
に
誠
一
な
心
の
中
か
ら
現
わ
れ
て
来
る
事
柄
と
し
て
、

　
「
暫
時
ニ
ハ
自
然
二
父
母
ノ
寒
キ
ヲ
思
量
シ
テ
、
便
チ
自
ラ
去
イ
テ
箇
ノ
温
ノ

道
理
ヲ
求
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
メ
、
夏
時
ニ
ハ
自
然
二
父
母
ノ
熱
キ
ヲ
思
量
シ
テ
、
便

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

チ
自
ラ
去
イ
テ
箇
ノ
清
ノ
道
理
ヲ
求
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ム
。
」
と
、
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
礼
記
　
曲
礼
　
上
篇
よ
り
ひ
く
。

㊧
（
1
）
凡
為
人
之
子
之
礼
。
四
温
而
引
回
。
三
三
而
三
省
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
必
ず
こ
の
孝
行
に
誠
一
な
心
が
あ
っ
て
こ
そ
こ
れ
ら
の
事

柄
が
生
ず
る
の
を
樹
木
に
讐
え
て
、

　
「
這
ノ
孝
二
誠
ナ
ル
ノ
心
ハ
便
チ
是
レ
根
ニ
シ
テ
、
許
多
ノ
条
件
ハ
、
便
チ
是

レ
枝
葉
ナ
リ
。
須
ズ
先
ヅ
枝
葉
ヲ
尋
ネ
テ
、
然
ル
後
義
憤
イ
テ
根
ヲ
種
ウ
ル
ニ
ア

ラ
ズ
。
」
と
、
説
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
深
い
愛
情
が
も
と
と
な
っ
て
二
六
に
よ
い
結
果
が
う
ま
れ
る
こ
と
の

例
と
し
て
、

　
「
孝
子
ノ
凶
事
有
ル
下
土
、
必
ズ
順
子
有
リ
、
和
気
有
ル
者
ハ
、
必
ズ
愉
色
有
リ
、

愉
色
有
ル
者
ハ
、
必
ズ
腕
容
有
リ
。
」
と
、
礼
記
　
祭
義
篇
の
中
か
ら
と
っ
て
い
る
。

　
親
を
奉
養
す
る
時
に
も
、
至
善
の
心
が
こ
の
上
な
く
天
理
に
純
一
と
な
る
こ
と

が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
此
レ
則
チ
学
問
思
弁
ノ
功
有
ル
口
細
ズ
ン
バ
、
将
二
毫
螢
モ
千
里
ノ
　
ヲ
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

レ
ザ
ラ
ン
ト
ス
。
所
以
聖
人
二
在
リ
ト
錐
モ
、
猶
オ
精
一
ノ
訓
ヲ
加
ウ
。
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
　
　
　
伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

　
㊧
（
1
）
毫
驚
千
里
紹
。
　
（
礼
記
　
経
始
篇
）

　
　
（
2
）
惟
精
惟
一
。
允
執
血
中
。

　
知
行
合
一
を
説
明
す
る
に
、
次
の
如
く
大
学
に
あ
る
語
を
ひ
き
、
ま
た
讐
を
あ

げ
て
説
い
て
い
る
。

　
「
意
を
誠
に
す
る
の
は
自
分
を
欺
か
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
美
し
い
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
好
み
、
嫌
な
臭
い
を
悪
む
よ
う
な
も
の
だ
。
」

　
「
好
色
ヲ
見
ル
匿
穴
二
属
シ
、
好
色
ヲ
好
ム
ハ
行
二
属
ス
。
只
ダ
那
ノ
好
色
ヲ

見
ル
ノ
時
、
己
二
自
ラ
好
ム
。
是
レ
見
テ
後
、
又
箇
ノ
心
ヲ
立
テ
テ
去
キ
好
ム
ニ

ア
ラ
ズ
。
悪
臭
ヲ
聞
グ
ハ
知
二
属
シ
、
悪
臭
ヲ
悪
ム
ハ
行
二
属
ス
。
只
ダ
那
ノ
悪

臭
ヲ
聞
グ
ノ
時
、
己
二
自
ラ
悪
ム
。
是
レ
聞
ギ
テ
後
、
別
二
箇
ノ
心
ヲ
立
テ
、
去

キ
悪
ム
ニ
ア
ラ
ズ
。
鼻
塞
ノ
入
ノ
如
キ
ハ
、
悪
臭
前
二
在
ル
ヲ
見
ル
ト
錐
モ
、
鼻

中
曽
テ
聞
キ
得
ザ
レ
バ
、
便
チ
三
三
シ
ク
ハ
悪
マ
ズ
。
亦
ロ
ハ
ダ
是
レ
曽
テ
臭
ヲ
知

ラ
ザ
シ
バ
ナ
リ
。
」

　
㊧
（
1
）
所
謂
三
三
意
者
。
母
自
欺
也
。
如
悪
悪
臭
。
如
好
好
色
。
此
之
謂
自
謙
。

さ
ら
に
、

　
「
就
チ
某
人
臣
ヲ
知
り
、
某
人
弟
ヲ
知
ル
ト
称
ス
ル
が
如
キ
モ
、
必
ズ
是
レ
某

ノ
人
己
二
曽
テ
孝
ヲ
行
イ
テ
、
方
二
他
孝
ヲ
知
り
弟
ヲ
知
ル
ト
称
ス
可
シ
。
只
ダ

是
レ
些
ノ
孝
弟
ノ
話
ヲ
説
ク
コ
ト
ヲ
焼
リ
得
レ
バ
、
便
チ
称
シ
テ
孝
弟
ヲ
知
ル
ト

為
ス
可
シ
ト
成
サ
ズ
。
又
痛
ン
デ
方
二
痛
ヲ
知
ル
。
寒
ヲ
知
ル
モ
、
必
ズ
己
二
自

ラ
寒
ユ
。
鱗
ヲ
知
ル
モ
、
必
ズ
己
二
自
ラ
鱗
ウ
。
」
と
、
述
べ
て
、
知
と
行
の
不
可

分
を
説
き
、
分
け
ら
れ
な
い
の
が
知
行
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
私
意
に
よ
っ
て
少

し
も
隔
て
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
　
「
今
ノ
入
御
ッ
テ
就
チ
知
行
ヲ
将
テ
分
ケ
テ
書
下
ト
作
シ
テ
去
キ
倣

ス
。
以
為
ヘ
ラ
ク
、
必
ズ
先
ヅ
知
り
テ
然
ル
後
堪
能
ク
行
管
ン
。
我
如
今
且
ク
去

イ
テ
講
習
討
論
シ
テ
知
ノ
工
夫
ヲ
徹
シ
、
知
ッ
テ
真
ナ
ル
ヲ
待
ッ
テ
方
二
去
イ
テ

行
ノ
工
夫
ヲ
徹
サ
ン
ト
。
故
二
遂
二
身
ヲ
終
ル
マ
デ
行
ワ
ズ
、
亦
遂
二
身
ヲ
終
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
〇
五



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

マ
デ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
」
と
、
述
べ
て
、

　
「
こ
れ
は
決
し
て
軽
い
病
気
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
も
短
い
間
の

こ
と
で
は
な
い
。
私
が
知
行
合
一
を
説
く
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
病
気
に
対
す
る
治

療
法
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
、
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
陽
明
は
愛
の
質
問
に
答
え
て
、

　
「
昔
子
夏
は
孔
子
を
心
か
ら
信
じ
て
、
孔
子
の
説
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
が
、
曽

子
は
自
己
の
心
に
た
ず
ね
求
め
て
確
か
あ
た
と
い
う
が
、
聖
人
を
心
か
ら
信
じ
て

教
え
の
ま
ま
を
奉
ず
る
の
も
よ
い
が
、
自
分
自
身
の
心
に
尋
ね
求
め
る
と
と
の
適

切
な
の
に
は
及
ば
な
い
。
」
と
、
孟
子
、
公
孫
丑
上
篇
（
朱
子
涯
）
か
ら
ひ
い
て
訓

し
て
い
る
つ

ま
た
、

　
「
心
ヲ
尽
シ
、
性
ヲ
知
り
、
天
下
ヲ
知
ル
ト
ハ
是
レ
生
知
安
行
ノ
事
ナ
リ
。
」

　
「
性
ハ
是
レ
心
ノ
体
ニ
シ
テ
、
天
ハ
是
レ
性
ノ
原
ナ
リ
。
心
ヲ
尽
ス
ト
ハ
即
チ

是
レ
性
ヲ
尽
ス
ナ
リ
。
惟
ダ
天
下
ノ
至
誠
ノ
ミ
、
能
ク
其
ノ
性
ヲ
尽
シ
、
天
地
ノ

化
育
ヲ
知
ル
ト
為
ス
。
」
と
、
説
く
が
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
庸
に
よ
る
。

　
㊧
（
1
）
或
生
而
知
之
。
或
学
而
知
之
。
或
困
而
知
之
。
及
其
知
之
一
也
。
或
安
而
行

　
　
　
　
　
之
。
或
利
弱
行
之
。
或
勉
強
而
行
之
。
及
其
成
功
一
也
。

　
　
　
（
二
）
唯
天
下
至
誠
。
為
能
尽
其
性
。
能
尽
趨
性
。
鳶
職
楽
人
之
性
。
能
尽
人
之
性
。

　
　
　
　
　
則
能
尽
物
之
性
。
能
荒
物
之
性
。
仁
心
以
賛
天
地
之
化
育
。
可
以
饗
天
地
之
化

　
　
　
　
　
育
。
則
淫
雨
与
天
地
参
　
。

心
を
中
心
に
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

　
「
例
え
ば
、
わ
が
意
が
親
に
事
え
る
こ
と
に
行
っ
て
い
る
な
ら
、
親
に
事
え
る

こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
り
、
意
が
君
に
事
え
る
こ
と
に
行
っ
て
い
る
な
ら
、
君
に

事
え
る
こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
る
。
ま
た
意
が
民
を
回
し
物
を
愛
す
る
こ
と
に
行

っ
て
い
る
な
ら
、
民
を
噛
し
物
を
愛
す
る
こ
と
が
一
つ
の
物
で
あ
り
、
意
が
視
た

り
、
聴
い
た
り
、
言
っ
た
り
、
動
い
た
り
す
る
こ
と
に
行
っ
て
い
る
な
ら
、
視
・

一
〇
六

聴
・
言
・
動
が
一
つ
の
物
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
私
は
心
の
外
の
理
は
な
く
、
心

の
中
に
あ
る
。
」
と
、
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
つ
い
で
、
　
「
中
庸
に
言
う

『
誠
ア
ラ
ザ
レ
バ
物
無
シ
。
』
と
か
、
大
学
に
言
う
『
明
徳
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
。
』
と

い
う
修
行
は
、
た
だ
こ
の
意
を
誠
に
す
る
修
行
で
あ
っ
て
、
意
を
誠
に
す
る
修
行

は
格
物
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
、
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
格
物
に
つ
い
て
孟
子
　
離
婁
上
篇
に
あ
る
『
大
人
ハ
憂
心
ヲ
格
ス
。
』
と
あ
る

格
の
字
と
同
義
で
、
わ
が
心
の
正
し
く
な
い
状
態
を
去
っ
て
、
本
体
の
正
し
い
姿

を
完
全
に
す
る
意
味
で
あ
る
。
」

　
㊧
（
1
）
人
不
足
好
適
也
。
政
不
足
間
男
。
惟
大
人
為
格
老
心
之
非
。

　
「
幼
児
が
井
戸
に
落
ち
よ
う
と
す
る
の
を
み
れ
ば
、
自
然
に
側
隠
の
情
を
覚
え

（
1
）

る
。
と
孟
子
公
孫
丑
上
篇
に
あ
る
よ
う
に
、
本
心
に
立
て
ば
自
然
に
そ
う
し
た
気

持
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
⑳
（
1
）
今
人
生
見
掃
子
将
入
於
井
。
七
三
禄
場
心
志
嘱
望
。

　
「
本
心
に
立
て
ば
自
然
に
そ
う
し
た
気
持
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
知
の
は
た
ら
き
こ
そ
孟
子
夢
心
上
篇
に
あ
る
良
知
で
あ
る
。
」

㊧
（
1
）
人
三
所
不
学
而
能
者
。
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
。
其
良
知
也
。

こ
の
自
然

も
し
こ
の
良
知
が
発
動
し
て
、
そ
こ
に
私
意
の
妨
げ
が
な
い
の
鈷
ら
そ
れ
こ
そ
孟

子
　
町
鳶
下
篇
に
あ
る
所
謂
「
側
隠
ノ
心
ヲ
充
タ
セ
バ
、
仁
勝
ゲ
テ
用
ウ
可
カ
ラ

　
　
　
（
1
）

ザ
ル
ナ
リ
。
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
説
い
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
。
而
仁
不
可
三
三
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

次
に
論
語
　
雍
也
篇
に
あ
る
博
文
と
約
礼
と
は
本
来
別
の
こ
と
で
は
な
く
、
約
礼

は
、
た
だ
心
が
純
粋
に
一
つ
の
天
理
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、

　
㊧
（
1
）
子
日
。
君
子
博
学
於
文
。
約
之
以
礼
。
亦
可
以
弗
畔
尖
乎
。

こ
の
心
が
純
粋
に
天
理
と
な
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
理
の
現
わ
れ
た
場
甲
∩
於
て
修



超
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
例
え
ば
、

　
「
親
二
事
ウ
ル
ニ
発
見
ス
ル
時
ノ
如
キ
ハ
、
親
二
事
ウ
ル
上
上
ツ
イ
テ
此
ノ
天

理
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
学
ビ
、
君
二
事
ウ
ル
ニ
発
見
ス
ル
時
ハ
、
君
二
軍
ウ
ル
上
ニ

ツ
イ
テ
此
ノ
天
理
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
学
ビ
、
富
貴
貧
賎
二
処
ス
ル
ニ
発
見
ス
ル
時

ハ
、
富
貴
貧
賎
二
面
ス
ル
上
ニ
ツ
イ
テ
此
ノ
天
理
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
学
ビ
、
患
難

夷
独
二
処
ス
ル
ニ
発
見
ス
ル
時
ハ
、
患
四
夷
三
二
処
ス
ル
上
ニ
ツ
イ
テ
此
ノ
天
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
学
ブ
。
」
と
、
い
う
よ
う
に
す
べ
て
の
細
か
い
言
動
に
至
る
ま
で

常
に
そ
の
よ
う
に
し
、
理
の
発
現
の
場
に
応
じ
て
何
時
で
も
す
ぐ
、
そ
の
事
に
お

い
て
天
理
を
保
持
す
る
よ
う
学
ぶ
の
で
あ
る
。
と
中
庸
の
語
を
引
用
し
て
説
い
て

あ
る
。㊧

（
1
）
君
子
素
其
位
品
行
。
不
願
乎
野
外
。
素
富
貴
行
乎
富
貴
。
素
貧
賎
行
乎
食
賎
。

　
　
　
素
夷
狭
行
乎
夷
狭
。
素
患
難
行
乎
患
難
。
君
子
無
入
而
不
自
得
焉
。

　
ま
た
、
程
子
ノ
謂
ウ
、
　
「
人
心
ハ
即
チ
人
欲
、
道
心
ハ
即
チ
天
理
。
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
の
説
の
正
し
さ
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
心
道
心
と
い
う
こ
と
は
書
経

大
萬
譲
篇
や
臣
子
解
巨
篇
に
見
え
て
い
る
。

㊧
（
1
）
人
心
惟
危
。
道
心
漁
業
。
惟
精
惟
一
。
允
執
豚
申
。

㊧
（
1
）
昔
者
舞
之
治
天
下
也
。
云
云
。
故
道
三
日
。
人
心
之
危
。
道
心
之
徴
。
危
機
之

　
　
　
幾
。
唯
明
君
子
而
飯
能
知
之
。

　
「
天
理
を
保
持
し
て
書
癖
を
去
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
孔
子
も
か
つ
て
人
に
説

明
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
人
の
質
問
に
よ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
力
量
に
応
じ
て
説
明
し
た
の
で
、
余
り
多
く
の
こ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
人
が
単
に
語
句
の
上
だ
け
で
求
め
よ
う
と
す
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

孔
子
自
身
も
、
論
語
陽
貨
篇
の
中
で
、
『
予
、
言
ウ
コ
ト
無
カ
ラ
ン
ト
欲
ス
。
』

と
、
言
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
」

㊧
（
1
）
予
欲
無
言
。

伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

「
孟
子
は
『
仲
尼
ノ
門
、
桓
・
文
ノ
事
ヲ
道
ウ
者
無
シ
。
是
ヲ
以
テ
後
世
伝
ウ

　
　
（
1
）

ル
無
シ
。
』
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
孔
子

王
上
篇
よ
り
ひ
い
て
説
く
。

一
門
の
家
法
で
あ
る
。
」
孟
子
　
梁
恵

㊧
（
1
）
六
趣
王
問
日
。
齋
桓
奮
文
之
事
。
可
得
聞
乎
。
孟
子
対
B
。
仲
尼
凶
徒
。
無
道

　
　
　
桓
文
之
事
者
。
是
以
後
世
心
傳
焉
。
臣
未
醤
聞
流
。

　
「
後
世
の
儒
者
は
た
だ
覇
者
の
学
問
だ
け
を
硬
思
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ

き
も
の
の
多
く
の
隠
謀
や
誰
計
を
知
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
れ
は
全
く
の
功
利
的

な
心
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
が
経
典
を
作
っ
た
意
図
と
は
正
反
対
の
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
孔
子
が
経
書
を
作
っ
た
か
、
そ
の
真
意
を
推
量
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
天
の
徳
に
達
し
た
程
の
聖
人
で
な
い

と
、
容
易
に
語
り
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
、
説
い
て
い
る
が
、
天
徳
は
中
庸
に

あ
る
。㊧

（
1
）
画
趣
固
聰
明
所
知
達
天
徳
者
。
其
迄
能
知
之
。

　
「
孔
子
は
か
つ
て
言
わ
れ
た
。
『
私
は
昔
の
史
官
が
不
明
の
箇
所
は
何
も
書
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
お
い
た
意
味
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
』
と
。
」
論
語

　
衛
霊
公
篇
に
あ
る
も
の
を
例
と
し
て
説
き
。
次
い
で
、

　
「
孟
子
も
ま
た
言
っ
た
。
『
書
経
の
文
句
の
す
べ
て
を
信
じ
る
な
ら
、
む
し
ろ

書
経
の
な
い
方
が
ま
し
だ
。
だ
か
ら
私
は
武
成
篇
の
中
で
は
、
竹
簡
二
三
枚
し
か

取
ら
な
い
の
だ
。
」
と
。
」
孟
子
　
尽
心
下
篇
に
あ
る
も
の
を
例
と
し
て
説
い
て
い

る
。

㊧
（
1
）
子
日
。
吾
猶
及
史
之
闘
文
也
。

　
（
2
）
孟
子
日
。
尽
信
書
受
手
如
無
知
。
吾
於
武
成
取
二
三
策
而
已
夷
。
仁
人
無
敵
於

　
　
　
天
下
。
以
至
仁
伐
至
不
仁
。
而
何
其
血
之
流
杵
也
。

　
「
政
治
の
や
り
方
は
違
っ
て
い
て
も
根
本
の
主
旨
は
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
孔

子
は
尭
・
舜
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
本
源
と
し
て
述
べ
、
文
王
・
武
王
に
つ
い
て

一
〇
七



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

は
、
こ
れ
を
模
範
と
し
て
世
に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
説
い
て
い
る
。
が

こ
の
祖
述
憲
章
に
つ
い
て
は
中
庸
に
あ
る
。

㊧
（
1
）
仲
尼
祖
述
発
舜
。
憲
章
又
武
。

　
「
文
．
武
ノ
法
ハ
、
即
チ
是
レ
発
・
舜
ノ
道
ナ
リ
。
但
ダ
時
二
因
ッ
テ
治
ヲ
致

セ
バ
、
其
ノ
設
施
政
令
ハ
、
己
二
自
ラ
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
即
チ
夏
・
商
ノ
事
業
ハ
、

之
ヲ
周
二
施
ス
モ
、
己
二
合
ワ
ザ
ル
有
り
。
」

　
「
そ
れ
故
に
周
公
は
禺
・
湯
．
文
武
の
三
王
の
政
治
を
兼
ね
行
な
お
脅
ど
し
た

も
の
の
、
現
実
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
天
を
仰
い
で
考
え
、
夜
を
日
に
継

い
で
思
い
悩
ん
だ
の
で
あ
る
。
ま
し
て
太
古
の
政
治
が
ど
う
し
て
二
度
と
行
な
い

得
よ
う
、
だ
か
ら
古
い
も
の
を
孔
子
が
省
略
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と

説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
孟
子
、
離
婁
下
篇
に
あ
る
。

　
㊧
（
1
）
主
公
思
兼
三
王
学
施
四
事
。
其
有
不
合
者
。
仰
而
思
之
。
夜
以
薄
日
。
幸
而
得

　
　
　
　
　
之
坐
前
唄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
孔
子
云
ウ
蔀
声
ヲ
放
ッ
、
瑠
ハ
淫
ナ
リ
。
』
卜
、
ま
た
、
日
ク
『
鄭
声
・

雅
楽
ヲ
乱
ル
ヲ
悪
ム
、
鄭
・
衛
ノ
音
ハ
亡
国
ノ
音
ナ
リ
。
』
ト
、
」
こ
れ
論
語
の
衛
霊

公
・
陽
貨
の
二
篇
お
よ
び
叢
記
の
楽
記
篇
に
あ
り
。

㊧
（
1
）
放
鄭
声
。
遠
職
人
。
鄭
声
淫
。
詠
人
危
。

　
（
2
）
悪
鄭
声
三
三
雅
楽
也
。

　
（
3
）
魏
文
三
日
。
一
問
一
音
三
従
出
也
。
子
日
対
日
。
鄭
音
好
濫
淫
志
。
宋
音
燕
女

　
　
　
溺
志
。
三
音
趨
数
回
志
。
斉
自
戒
僻
喬
志
。
二
四
者
皆
淫
於
色
而
害
於
徳
。
是

　
　
　
以
祭
祀
弗
用
也
。

　
そ
し
て
日
仁
の
記
録
の
終
り
の
部
分
に
、
徐
愛
の
言
で
は
あ
る
が
、

　
「
先
生
ノ
学
ハ
、
孔
門
ノ
嫡
伝
タ
リ
、
是
ヲ
舎
イ
テ
ハ
皆
傍
瞑
小
径
、
断
港
絶

河
ナ
ル
ヲ
信
ズ
。
」
と
あ
る
。
即
ち
先
生
の
学
問
こ
そ
孔
門
の
正
伝
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
除
け
ば
他
の
学
問
は
皆
わ
き
み
ち
、
こ
み
ち
で
あ
り
、
水
の
通
わ
な
い
河
川

に
等
し
い
こ
と
を
初
め
て
信
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

述
べ
て
い
る
。

2

一
〇
八

と
道
路
、
河
川
を
磐
と
し
て

　
次
に
陸
原
静
所
録
に
筆
録
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
づ
、

　
「
主
一
ノ
一
一
、
書
ヲ
読
ム
が
如
キ
ハ
、
即
チ
一
心
書
ヲ
読
ム
上
二
在
リ
、
三

二
接
ス
レ
バ
則
チ
一
心
三
二
接
ス
ル
上
二
在
レ
バ
、
以
テ
主
一
ト
為
ス
可
キ
ヤ
。
」

と
、
い
う
陸
澄
の
問
に
対
し
て
、

署
の
そ
の
論
か
ら
す
る
と
・
色
を
好
む
と
き
は
・
心
が
全
く
色
を
好
望
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
っ
て
他
の
こ
と
を
顧
み
な
か
っ
た
り
、
財
貨
を
好
む
と
き
は
、
心
が
全
く
財
貨

を
好
む
上
に
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
が
主
一
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
ん
な
こ
と
が
果
し
て
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
外
の
物
を
逐
っ
て
行
く
こ

と
で
あ
っ
て
、
主
一
で
は
な
い
。
主
一
と
は
、
た
だ
一
つ
の
天
理
だ
け
を
主
と
し

て
他
の
こ
と
を
思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
引
い
て
あ
る
例
は
孟
子

梁
恵
王
下
篇
か
ら
で
あ
る
。

㊧
（
1
）
王
日
。
寡
士
官
疾
。
寡
人
好
貨
。
対
日
。
昔
者
公
慣
習
貨
。
詩
云
。
乃
積
乃

　
　
　
倉
。
乃
裏
簸
糧
。
手
嚢
手
嚢
。
思
賊
塁
光
。
弓
矢
斯
張
。
子
交
腰
揚
。
下
方
啓

　
　
　
行
。
故
居
者
有
積
倉
。
行
者
有
裏
糧
也
。
然
後
可
以
愛
方
啓
行
。
王
如
好
貨
。

　
　
　
与
百
姓
同
之
。
於
王
何
有
。

　
（
2
）
王
日
。
三
人
有
疾
。
三
人
好
色
。
対
日
。
昔
者
大
王
好
色
。
愛
子
妃
。
詩
云
。

　
　
　
古
一
瞬
甫
。
来
朝
走
馬
。
率
西
水
潜
。
至
干
岐
下
。
愛
及
三
女
。
毒
来
膏
宇
。

　
　
　
土
丹
時
也
。
内
無
淫
女
。
外
無
騰
夫
。
王
如
好
色
。
与
百
姓
同
之
。
於
王
何
有

　
「
天
理
の
念
が
常
に
中
に
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
次
第
に
向
上
し
、
や
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
美
よ
り
大
に
、
大
よ
り
聖
に
、
聖
よ
り
神
に
と
進
ん
で
行
け
る
の
で
あ
る
。
」
は

孟
子
　
尽
心
下
篇
よ
り
例
を
と
る
。

㊧
（
1
）
可
欲
之
謂
善
春
蚕
己
之
謂
信
。
充
実
之
看
護
。
充
実
而
有
光
輝
之
二
大
。
大
而

「



化
之
之
書
聖
。
聖
水
不
可
知
之
之
謂
神
。

　
志
を
立
て
る
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
　
「
天
理
を
存
す

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
（
2
）

る
一
念
か
ら
、
存
養
し
拡
充
し
て
行
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
」
と
、
述
べ
て
い

る
が
、
存
養
も
拡
充
も
い
ず
れ
も
、
孟
子
　
尽
力
上
篇
お
よ
び
公
孫
丑
上
篇
よ
り

ひ
く
。㊧

（
1
）
存
回
心
養
田
性
。
所
以
事
天
塩
。

　
（
2
）
凡
有
四
端
黒
実
者
。
知
皆
拡
而
充
之
尖
。

　
ま
た
、
修
行
法
の
例
と
し
て
、
「
日
間
ノ
工
夫
、
紛
擾
ラ
覚
エ
バ
、
即
チ
静
座

シ
、
書
ヲ
看
ル
ニ
獺
キ
ラ
覚
エ
バ
、
則
チ
且
オ
書
ヲ
看
ヨ
。
」
と
説
く
。
こ
れ
ま
た

「
病
気
に
応
じ
て
薬
を
調
合
す
る
。
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
病
気
と
投
薬

の
讐
で
修
行
法
を
説
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ま
た
、
弟
子
孟
源
の
欠
点
を
直
す
た
め
に
次
の
様
な
讐
を
述
べ
て
喩

し
て
い
る
。
即
ち
、

　
「
此
ハ
是
レ
汝
一
生
ノ
大
病
根
ナ
リ
。
讐
エ
バ
方
丈
ノ
地
内
二
、
此
ノ
一
大
樹

ヲ
種
ウ
ル
が
如
シ
。
雨
露
ノ
滋
、
土
盛
ノ
カ
バ
、
只
ダ
コ
ノ
大
根
ヲ
滋
養
ス
ル
ノ

ミ
、
四
傍
二
縦
イ
些
ノ
嘉
穀
ヲ
種
エ
ン
コ
ト
ヲ
要
ム
ル
モ
、
上
面
ハ
此
ノ
樹
葉
二

遮
覆
サ
レ
、
下
向
ハ
此
ノ
樹
根
二
盤
結
サ
レ
テ
、
如
何
ゾ
生
長
シ
成
サ
ン
。
須
ク

用
テ
此
ノ
樹
ヲ
伐
去
シ
、
繊
根
ヲ
留
ム
ル
勿
カ
ル
ベ
ク
、
方
二
嘉
種
ヲ
種
植
ス
可

シ
。
然
う
ズ
ン
バ
、
任
イ
汝
耕
賑
培
塞
ス
ト
モ
、
ロ
ハ
ダ
是
レ
此
ノ
根
ヲ
滋
養
ス
ル

ノ
ミ
。
」
と
あ
る
が
、
大
樹
と
影
野
を
も
っ
て
、
欠
点
と
善
性
に
卜
え
て
い
る
。

　
「
聖
旨
発
・
舜
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
尭
・
舜
ノ
上
、
善
尽
ク
ル
コ
ト
無
シ
。
悪

電
算
・
紺
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
桀
・
紺
ノ
下
、
悪
尽
ク
ル
コ
ト
無
シ
。
桀
・
紺
ヲ

シ
テ
未
ダ
死
息
ザ
ラ
シ
メ
バ
、
悪
寧
ゾ
此
二
号
ラ
ン
ヤ
。
」
と
善
悪
の
代
表
と
し
て

聖
帝
発
・
舜
を
、
悪
王
の
代
表
と
し
て
桀
・
紺
を
例
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
じ
つ
づ
き
と
し
て
、

伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

　
「
『
善
ヲ
シ
テ
尽
ク
ル
時
有
ラ
ン
メ
バ
、
』
孟
子
　
離
婁
下
篇
に
あ
る
よ
う
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

『
文
王
は
道
を
望
み
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
』
な
ど
と
い
う
こ
と

が
、
ど
う
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
。
」
と
説
く
。

㊧
（
1
）
文
王
視
民
如
傷
。
墾
道
而
未
之
見
。

　
「
夫
レ
目
ノ
見
ル
ヲ
得
可
ク
、
耳
ノ
聞
ク
ヲ
得
可
ク
、
心
ノ
思
ウ
ヲ
得
可
キ
者

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ハ
、
皆
下
学
ナ
リ
。
目
ノ
見
ル
ヲ
得
可
カ
ラ
ズ
、
耳
ノ
聞
ク
ヲ
得
可
ラ
ズ
、
ロ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

言
ウ
ヲ
得
可
カ
ラ
ズ
、
心
ノ
思
ウ
ヲ
得
軒
口
ラ
ザ
ル
者
ハ
上
達
ナ
リ
。
木
ノ
栽
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

灌
概
ノ
如
キ
ハ
、
是
れ
下
学
ナ
リ
。
昼
夜
ノ
三
二
自
然
二
生
育
シ
、
枝
葉
ノ
伸
ビ

茂
ル
ノ
ハ
上
達
二
こ
口
。
」
と
説
く
が
、
論
語
　
憲
問
篇
お
よ
び
孟
子
　
告
子
上
篇

よ
り
ひ
く
。

　
④
（
1
）
子
日
。
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
日
。
何
為
其
莫
知
子
也
。
子
日
。
画
塾
天
。
不
尤

　
　
　
　
　
人
。
下
学
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
。

　
　
（
2
）
牛
山
之
木
嘗
美
夷
。
塞
源
郊
於
大
国
也
。
斧
斤
伐
之
。
可
以
為
美
乎
。
是
其
日

　
　
　
　
　
夜
之
所
息
。
雨
露
之
所
潤
。
非
無
繭
藁
之
生
焉
。
牛
羊
又
従
而
牧
之
。
是
以
若

　
　
　
　
　
彼
濯
濯
也
。
人
見
三
顧
一
価
。
以
蔦
葛
嘗
有
理
焉
。
此
豊
山
之
性
也
哉
。
雌
存

　
　
　
　
　
平
人
者
。
豊
同
仁
義
之
心
確
。
其
所
撃
放
其
良
心
者
。
亦
外
掛
斤
極
心
木
也
。

　
　
　
　
　
旦
旦
而
伐
之
。
駅
亭
為
美
乎
。
其
日
夜
難
所
息
。
年
盛
之
気
。
其
婦
悪
言
人
相

　
　
　
　
　
近
講
者
幾
希
。

　
　
（
1
）

　
「
精
ノ
字
ハ
米
二
従
エ
バ
、
姑
ク
米
ヲ
以
テ
之
ヲ
讐
エ
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
米
が
純
白
に
な
る
よ
う
に
し
ょ
う
と
す
る
の
は
惟
れ
一
の
修
行
に
当
る
。
そ
れ

を
す
る
に
は
、
米
を
臼
で
椙
き
、
ぬ
か
を
箕
で
あ
お
り
去
り
、
ふ
る
い
に
か
け
て

勲
等
を
除
き
え
ら
び
わ
け
る
な
ど
の
、
精
米
の
労
を
加
え
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
す
づ
き
、
あ
お
り
、
ふ
る
い
、
え
ら
ぶ
と
い
う
仕
事
が
、

惟
れ
精
の
修
行
に
当
る
。
そ
れ
た
た
だ
こ
の
米
の
純
白
に
な
る
の
を
分
け
て
み
れ

ば
、
二
つ
の
事
で
あ
る
が
、
事
実
は
同
じ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
と
説
く
が
、
書

経
　
大
禽
誤
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

一
〇
九



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

㊧
（
1
）
前
例
参
照

な
お
、
次
い
で
、

「『

獅
ｭ
学
び
、
審
か
に
問
い
・
慎
ん
で
思
い
・
明
か
に
弁
じ
・
篤
く
行
賀
酬
』
は

い
ず
れ
も
皆
惟
れ
精
を
行
な
っ
て
惟
れ

ひ
い
て
説
く
。

一
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
中
庸
よ
り

　
㊧
（
1
）
博
学
之
。
審
問
之
。
慎
思
之
。
明
弁
之
。
篤
行
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

r「

ｽ
三
三
日
ク
、
『
吾
斯
ヲ
之
レ
未
ダ
信
ズ
ル
能
ワ
ズ
。
』
と
答
え
た
ら
、
孔
子

は
そ
の
無
欲
さ
を
悦
ば
れ
た
。
」

「
子
路
、
子
琴
シ
テ
費
ノ
宰
為
ラ
シ
ム
・
子
日
ク
『
夫
ノ
人
ノ
子
ヲ
賊
ワ
塵

と
、
言
っ
て
反
対
さ
れ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
「
曽
剛
志
ヲ
言
ウ
。
孔
子
は
こ
れ
を
許
さ
れ
て
い
る
。
」

　
こ
の
三
つ
の
例
か
ら
み
る
と
孔
子
の
意
向
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
理
解
で
き

る
。
こ
れ
ら
は
皆
た
だ
立
身
出
世
だ
け
を
目
的
と
七
て
、
真
に
自
分
の
修
行
の
た

め
に
学
問
し
な
い
弟
子
を
戒
め
た
例
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
論
語
　
公
治
長
・
先

進
の
三
三
よ
り
ひ
い
た
も
の
で
あ
る
。

㊧
（
1
）
子
使
漆
彫
開
仕
。
対
目
。
吾
斯
之
未
能
信
。

　
（
2
）
子
路
使
子
蕪
為
費
宰
。
子
日
。
賊
夫
人
之
子
。

　
（
3
）
子
路
。
曽
哲
。
再
建
。
公
西
華
侍
坐
。
子
日
。
以
吾
一
日
長
一
斗
母
吾
以
也
。

　
　
　
　
居
則
日
。
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
。
則
何
以
哉
。
子
路
卒
爾
而
対
。
日
。
千
乗

　
　
　
　
之
国
。
摂
乎
大
国
之
間
。
加
之
以
師
旅
。
因
之
以
餓
瞳
。
由
也
為
之
。
比
及
三

　
　
　
年
。
可
使
智
勇
且
知
方
也
。
夫
子
晒
之
。
田
図
何
如
。
対
日
。
三
六
七
十
。
如

　
　
　
　
五
六
十
。
求
也
為
之
。
面
影
三
年
。
可
使
賃
民
。
如
其
礼
楽
。
二
二
君
子
。
赤

　
　
　
爾
何
如
。
対
日
。
非
日
能
之
。
願
底
屈
。
宗
廟
国
事
。
如
当
年
。
端
章
甫
。
願

　
　
　
為
小
即
詰
。
鼓
単
寧
。
鰹
爾
舎
蘇
而
作
。
対
日
異
端
三
子
者
之
撰
。
子
日
。
何

　
　
　
傷
乎
。
亦
各
層
累
志
也
。
日
。
莫
者
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
。
童
子
六
七
人

　
　
　
　
。
浴
乎
折
。
風
乎
舞
罪
。
詠
而
帰
。
夫
子
暇
然
。
日
五
星
’
点
苔
。
三
子
者
出
。

＝
○

曽
准
後
曽
醤
目
。
夫
三
子
者
之
言
何
如
。
子
日
。
亦
各
言
其
志
也
已
　
。

夫
子
何
咽
由
也
。
日
為
国
以
礼
。
其
言
不
譲
。
是
故
晒
之
。

日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
「
孔
門
ノ
志
ヲ
言
ウ
ヤ
、
由
・
求
・
ハ
政
事
二
任
ジ
、
公
明
赤
ハ
礼
薬
二
任

ズ
。
多
少
実
用
ナ
リ
。
曽
哲
ノ
説
キ
来
ル
ニ
及
ン
デ
ハ
、
卸
ッ
テ
要
約
ノ
事
二
似

タ
リ
。
聖
人
郁
ッ
テ
他
ヲ
許
ス
。
是
ノ
意
如
何
。
」
と
い
う
陸
澄
の
質
問
に
答
え
て

陽
明
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
そ
れ
は
子
路
・
再
有
・
公
西
華
の
三
人
に
は
、
自
己
の
志
望
を
一
つ
に
決
め

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

て
、
固
執
す
る
意
必
の
様
子
が
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
一
つ
こ
と
に
心
を

決
め
て
動
か
な
い
よ
う
で
あ
る
と
、
と
か
く
人
は
一
方
に
偏
っ
て
、
こ
れ
は
で
き

る
が
、
外
の
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
様
な
こ
と
に
な
り
易
い
。
曽
点
の
こ
の
意

思
に
は
そ
う
し
た
意
必
の
態
度
が
少
し
も
な
く
、
す
な
わ
ち
、
『
自
己
の
お
か
れ

た
地
位
の
ま
ま
に
、
事
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
考
え
な
い
。
夷
狭
に
あ
れ

ば
夷
独
に
あ
る
よ
う
に
し
、
患
難
の
中
に
あ
れ
ば
、
悲
憤
の
中
に
あ
る
よ
う
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
お
れ
ば
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
う
ま
く
い
っ
て
失
敗
す
る
こ
と
が
な
い
。
』
と
い

う
よ
う
な
ふ
う
で
柔
軟
性
が
あ
る
。
』
と
答
え
て
い
る
。
が
、
論
語
　
先
進
・
子
牢

の
両
篇
お
よ
び
中
庸
よ
り
と
っ
て
あ
る
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
（
2
）
子
絶
四
。
母
意
。
母
必
。
母
固
。
母
我
。

　
（
3
）
前
例
参
照

　
さ
ら
に
、
語
を
次
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
子
路
・
再
有
・
公
西
華
の
三
人
は
道
具
で
あ
る
が
、
曽
点
は
道
具
で
は
な
い

と
し
、
曽
暫
の
言
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
三
人
と
も
す
ぐ
れ
た
人
物

で
、
世
間
の
た
だ
空
言
だ
け
は
い
て
実
の
伴
な
わ
な
い
人
間
と
は
ち
が
う
か
ら
そ

れ
故
に
、
孔
子
も
彼
等
の
意
見
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
と
説
い
て
い
る
が
、
論
語

の
公
治
長
お
よ
び
為
政
の
墨
筆
よ
り
ひ
い
て
い
る
。

●



㊧
（
1
）
子
貢
問
日
。
賜
幾
何
如
。
子
日
。
女
器
也
。
日
何
業
也
。
日
病
理
也
。

　
（
2
）
子
日
。
君
子
不
器
。

　
「
学
問
を
す
る
に
は
ま
ず
根
原
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
根
原
の
と
こ
ろ
が
ら

出
発
し
て
、
努
力
を
加
え
て
行
き
、
ち
ょ
う
ど
水
が
大
き
な
岩
の
上
を
流
れ
る
時

途
中
に
あ
る
窪
み
を
一
つ
一
つ
満
た
し
な
が
ら
流
れ
て
行
く
よ
う
に
、
順
序
を
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
即
言
に
も
論
語
の
公
治
長
お
よ
び
為
政
の

両
篇
か
ら
例
と
し
て
ひ
か
れ
て
い
る
。

㊧
（
1
）
孟
子
日
。
原
泉
混
混
。

　
　
　
是
。
是
弓
取
爾
。

不
舎
昼
夜
。
盈
科
而
後
進
。
放
乎
四
海
、
有
本
者
如

　
次
に
、

　
「
仙
家
ノ
嬰
児
ヲ
説
ク
亦
ハ
善
ク
讐
ウ
。
嬰
児
ノ
母
ノ
胎
内
二
在
ル
時
ハ
、
只

ダ
是
レ
純
気
ニ
シ
テ
、
何
ノ
知
識
力
有
ラ
ン
。
胎
ヲ
出
デ
テ
後
、
方
二
始
メ
テ
能

ク
暗
ク
。
既
ニ
シ
テ
全
能
ク
笑
ウ
。
又
既
、
ニ
シ
テ
後
療
ク
其
ノ
父
母
兄
弟
ヲ
識
認

ス
。
又
既
ニ
シ
テ
後
能
ク
立
チ
能
ク
行
キ
、
能
ク
持
チ
能
ク
負
ウ
。
卒
ニ
ハ
乃
チ

天
下
ノ
事
、
能
ク
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
無
シ
。
皆
野
レ
精
気
日
二
足
レ
バ
則
チ
筋
力
日

二
強
ク
、
聰
明
日
二
開
ケ
バ
ナ
リ
。
是
レ
胎
ヲ
出
ズ
ル
ノ
日
、
便
チ
講
求
シ
推
尋

シ
来
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
須
ク
箇
ノ
興
野
ル
ベ
シ
。
」
と
し
、
学
問
に
も
こ
の
赤
ん
坊

が
胎
内
に
あ
る
時
の
純
気
の
様
な
根
原
の
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
磐
え

て
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
聖
人
は
よ
く
『
天
地
を
そ
の
位
置
に
安
定
さ
せ
、
万
物
を
生
育
す
る
の
』
境

地
に
到
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
原
の
と
こ
ろ
は
、
た
だ
心
を
喜
怒
哀
楽

の
未
発
の
中
に
お
く
こ
と
か
ら
修
養
し
て
来
た
の
に
外
な
ら
な
い
。
」
と
、
中
庸
の

語
旬
を
、
と
り
入
れ
て
説
い
て
い
る
。

㊧
（
1
）
喜
怒
哀
楽
之
未
発
謂
難
中
。
発
而
皆
中
節
。
謂
之
和
。
中
也
者
。
天
下
之
大
本

　
　
　
也
。
和
也
者
。
天
下
轡
虫
道
也
。
致
中
和
。
天
地
位
焉
。
万
物
育
焉
。

「
学
問
に
志
を
立
て
て
修
行
す
る
こ
と
は
、
樹
木
を
栽
培
す
る
よ
う
な
も
の
で

伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

！

あ
る
。
根
が
出
た
り
芽
生
す
る
時
に
は
ま
だ
幹
が
な
く
、
幹
が
で
き
て
も
ま
だ
枝

は
な
い
。
や
が
て
、
枝
が
出
れ
ば
葉
が
つ
き
、
葉
が
出
て
後
に
花
や
実
が
っ
く
、

だ
か
ら
最
初
根
を
植
え
る
時
は
、
ひ
た
す
ら
土
を
寄
せ
水
を
か
け
る
だ
け
で
な

く
、
枝
を
予
想
し
、
葉
を
予
想
し
花
や
実
の
こ
と
を
予
想
し
て
は
な
ら
な
い
。
現

実
を
離
れ
て
遠
い
先
の
こ
と
を
想
像
す
る
の
は
何
の
益
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
栽
培
の
努
力
さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、
枝
葉
や
花
実
の
つ
か
な
い
こ
と
を
心
配
す

る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
将
来
の
こ
と
は
全
く
考
慮
し
な
い
で
、
ま
ず

根
原
の
と
こ
ろ
に
力
を
注
げ
ば
、
や
が
て
は
大
成
す
る
。
初
め
か
ら
多
く
の
知
識

を
求
め
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
讐
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
入
二
学
ヲ
為
ス
ヲ
教
ウ
ル
ハ
、
一
偏
ヲ
執
ル
可
カ
ラ
ズ
。
初
学
ノ
時
ハ
、
心

　
　
（
，
）

猿
意
馬
、
栓
縛
シ
定
メ
ズ
。
其
ノ
思
慮
ス
ル
所
ハ
、
多
ク
ハ
是
レ
人
戸
ノ
一
辺
ナ

リ
。
故
二
且
ク
之
二
静
坐
ン
テ
思
慮
ヲ
息
ム
ル
ヲ
教
へ
、
之
ヲ
久
シ
ウ
シ
テ
其
ノ

心
意
ノ
断
定
ル
ヲ
侯
ツ
。
」
と
説
く
が
、
心
の
妾
聡
し
や
す
い
状
態
を
猿
や
馬
の
動

く
状
態
に
讐
え
て
、
仏
語
よ
り
ひ
い
て
い
る
。

　
⑰
（
1
）
心
猿
三
論
。
意
馬
体
馳
。
　
（
甲
州
録
遺
表
）

　
　
　
　
　
制
情
猿
之
逸
躁
、
繁
意
馬
之
奔
馳
（
慈
恩
寺
三
蔵
伝
九
）

　
　
　
　
　
心
病
馳
。
悪
道
放
逸
、
匝
禁
制
。
　
（
梵
網
経
）

　
　
　
　
　
心
隈
猿
猴
、
遊
五
欲
樹
、
不
暫
住
故
。
　
（
心
地
観
経
）

　
　
　
　
　
諸
凡
夫
。
心
如
野
馬
。
識
劇
猿
猴
。
馳
醗
六
塵
。
何
曽
停
息
。
　
（
安
楽
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
仁
尾
ダ
懸
空
二
丁
守
シ
テ
、
稿
木
死
灰
ノ
言
ク
ナ
ル
ハ
、
亦
用
無
シ
。
須
ク
他

　
　
　
　
（
2
）

ヲ
シ
テ
省
察
克
治
セ
シ
ム
ベ
シ
。
」

㊧
（
1
）
南
三
子
棊
隠
引
回
坐
。
仰
天
而
嘘
。
塔
三
三
喪
三
三
。
顔
成
子
游
立
侍
乎
前

　
　
　
日
。
何
居
乎
。
形
固
可
使
如
槁
木
。
而
心
固
焼
使
如
死
灰
乎
。
　
（
荘
子
　
斉
物

　
　
　
論
篇
）
略
押
槁
木
。
　
（
礼
記
　
楽
断
篇
）

　
（
2
）
温
言
存
養
省
察
之
要
。
　
（
朱
雀
　
中
庸
章
句
）

「
そ
の
省
察
と
克
治
の
努
力
は
、
如
何
な
る
時
も
間
断
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

一
一
一



　
　
　
　
伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

い
。
そ
れ
に
は
恰
も
賊
を
追
払
う
よ
う
に
徹
底
的
に
除
去
し
、
掃
い
清
め
る
心
構

え
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
説
く
。
即
ち
、
省
察
・
克
治
の
努
力
を
賊
を
追
払
う
よ
う

に
絶
え
ず
注
意
し
、
排
除
廓
清
す
べ
き
で
あ
る
と
馨
着
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
事
無
キ
時
ハ
、
色
ヲ
好
ミ
、
貨
ヲ
好
ミ
、
名
ヲ
好
ム
等
ノ
私
ヲ
将
テ
、
逐
一

追
究
シ
日
日
シ
出
シ
来
り
、
定
ズ
病
根
ヲ
抜
キ
去
り
、
永
ク
復
起
ラ
ザ
ラ
シ
ム
ル

ヲ
要
メ
テ
、
三
二
始
メ
テ
快
ト
為
ス
。
常
二
猫
鼠
ヲ
捕
ウ
ル
が
如
ク
、
眼
ヲ
ー
ニ

シ
テ
看
、
耳
ヲ
＝
一
シ
テ
聴
キ
、
綾
一
二
念
ノ
繭
動
ス
ル
有
レ
バ
、
即
チ
與
二
克

チ
去
キ
、
軍
書
戴
鉄
。
姑
ク
モ
他
ノ
方
便
ヲ
雨
露
ス
可
カ
ラ
ズ
、
他
ノ
出
路
ヲ
放

ツ
可
カ
ラ
ズ
。
方
二
是
レ
真
実
二
等
ヲ
用
ウ
ル
ナ
リ
。
」
私
欲
の
起
る
の
に
た
え
ず

注
意
す
べ
き
を
こ
の
様
に
た
と
え
て
表
現
し
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
何
ヲ
カ
思
イ
、
何
ヲ
尊
慮
ラ
ン
ト
日
ウ
ト
錐
モ
初
学
ノ
時
ノ
事
二
非
ズ
。
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

学
ハ
必
ズ
須
ク
省
察
克
治
ヲ
思
ウ
可
シ
。
即
チ
是
レ
誠
ヲ
思
ウ
ナ
リ
。
」
と
説
く
が

こ
れ
な
ど
易
の
繋
辞
下
伝
お
よ
び
孟
子
・
離
婁
上
篇
よ
り
引
用
す
。

　
㊧
（
1
）
子
日
。
天
下
下
思
何
慮
。
天
下
同
帰
而
殊
塗
。
一
致
而
百
慮
。
天
下
何
思
何
慮

　
　
（
2
）
是
故
誠
者
天
幸
道
也
。
思
誠
者
人
之
道
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
父
と
子
の
愛
情
は
人
間
の
天
性
に
本
つ
く
自
然
の
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て

い
る
の
は
孝
経
に
あ
る
。

㊧
（
1
）
父
子
之
道
。
天
性
也
。
君
臣
之
義
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
君
ハ
君
タ
リ
。
臣
ハ
臣
タ
リ
。
父
ハ
父
タ
リ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
名
分
は
正
さ
れ
、
言
う
こ
と
に
は
筋
が
と
お
り
、
一
挙
に
し
て
立
派
な
政
治

を
天
下
に
施
行
し
得
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
孔
子
ノ
名
ヲ
正
ス
ハ
、
或
ハ
是
レ
此
ノ
如
カ
ラ
ン
カ
。
」

　
い
ず
れ
も
論
語
　
顔
淵
篇
・
子
路
篇
よ
り
で
て
い
る
。

一
一
二

㊧
（
1
）
直
立
設
問
政
於
孔
子
。
孔
子
対
日
。
母
君
。
臣
臣
。
父
父
。
子
子
。

　
（
2
）
血
路
日
。
衛
君
待
子
而
為
政
。
子
将
契
先
。
子
日
。
必
也
正
名
乎
。
子
路
日
。

　
　
　
有
孔
哉
子
之
迂
也
。
璽
其
正
。
子
日
。
野
哉
由
哉
。
鴛
子
於
其
所
不
知
。
蓋
闘

　
　
　
如
也
。
名
不
正
。
則
言
不
順
。
言
不
順
。
旧
事
不
成
。
事
不
成
。
則
礼
楽
不

　
　
　
興
。
礼
楽
不
興
。
則
刑
罰
不
二
。
刑
罰
不
二
。
則
三
無
所
措
手
足
。
四
君
子
名

　
　
　
三
塁
三
三
也
。
言
之
三
内
行
也
。
君
子
三
塁
言
。
無
三
門
而
己
惚
。

　
「
子
供
が
危
篤
の
知
ら
せ
が
来
た
よ
う
な
こ
ん
な
場
合
に
は
多
く
の
人
は
心
配

す
る
の
が
天
理
の
当
然
だ
と
し
て
一
途
に
心
配
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

『
心
に
憂
患
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
心
の
正
常
が
得
ら
れ
な
い
』
と
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
、
大
学
よ
り
ひ
い
て
説
い
て

い
る
。㊧

（
1
）
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
。
身
有
所
愈
憶
。
則
不
得
其
正
。
有
所
恐
催
。
則
不
得

　
　
　
其
正
。
有
所
好
楽
。
則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
。
則
不
得
其
正
。

　
「
大
体
、
入
は
強
い
刺
激
を
受
け
た
場
合
は
、
多
く
は
感
情
過
多
に
な
る
も
の

で
、
過
少
の
こ
と
は
少
な
い
。
も
し
少
し
で
も
感
情
に
走
り
過
ぎ
た
な
ら
、
そ
れ

は
心
の
本
体
で
は
な
い
か
ら
、
必
ず
よ
く
調
節
し
て
適
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
父
母
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
、
子
た
る
も
の
は
悲
し
さ
の
余
り
、

実
い
た
ま
ま
で
死
ん
だ
方
が
、
気
持
が
よ
い
と
し
て
そ
れ
を
願
わ
な
い
も
の
は
な

い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
か
え
っ
て
次
の
様
に
い
わ
れ
て
い
る
。
『
父
母
の
喪
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

悲
し
み
の
た
め
体
は
や
つ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
命
を
無
く
し
て
は
な
ら
ぬ
。
』

と
あ
る
。
」
と
い
っ
て
孝
経
の
例
を
あ
げ
て
、
限
度
を
こ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

訓
し
て
い
る
。
」

　
㊧
（
1
）
三
日
而
食
。
教
民
無
口
死
傷
生
。
殿
不
滅
性
。
此
聖
人
之
政
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
中
の
状
態
は
、
普
通
の
人
が
皆
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
と
も
と
本
体
と
作
用
と
は
一
源
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
本
体
が
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま

こ
の
作
用
が
あ
る
。
」
と
説
く
が
、
こ
れ
は
程
伊
川
　
易
伝
序
よ
り
と
る
。



　
㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
　
　
（
2
）
至
微
者
理
也
。
至
著
者
象
也
。
体
用
一
源
。
顕
微
無
間
。

　
　
　
（
1
）

　
　
「
夜
気
ハ
是
レ
常
人
二
就
イ
テ
説
ク
。
学
者
能
ク
功
ヲ
用
ウ
レ
バ
、
則
チ
日
間

事
有
ル
モ
事
無
キ
モ
、
皆
是
レ
此
ノ
気
ノ
翁
聚
発
生
ス
ル
処
ナ
リ
。
聖
人
ハ
則
チ

夜
気
ヲ
説
ク
ヲ
消
イ
ズ
。
」
孟
子
　
鼠
子
上
篇
よ
り
ひ
い
て
説
く
。

　
㊧
（
1
）
其
旦
昼
之
所
為
。
有
皓
亡
之
尖
。
牲
之
反
覆
。
則
其
夜
気
不
足
以
存
。
則
其
違
．

　
　
　
　
　
禽
獣
不
遠
　
。
人
見
其
禽
獣
也
。
而
以
為
未
嘗
有
才
焉
者
。
是
宣
人
情
也
哉
。

　
　
　
（
2
）
翁
導
者
合
也
。
　
（
夏
小
正
伝
）

　
「
『
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舎
つ
れ
ば
則
ち
亡
す
、
出
入
時
無
く
、
其
の
郷
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

莫
し
と
は
、
惟
だ
心
の
謂
い
か
。
」
と
い
う
孟
子
の
言
に
つ
い
て
の
陸
澄
の
質
問
に

対
し
て
陽
明
日
う
に
、
孟
子
が
、
『
心
は
出
入
り
す
る
の
に
決
っ
た
時
が
な
く
、

本
来
の
在
り
か
の
分
ら
ぬ
も
の
。
』
と
い
っ
た
の
は
一
般
普
通
の
人
の
心
に
つ
い
て

説
い
た
の
で
あ
る
が
…
…
。
」
孟
子
　
告
子
上
篇
よ
り
ひ
く
。

　
㊧
（
1
）
繋
止
其
養
。
無
物
慶
長
。
苛
失
其
養
。
無
物
不
消
。
孔
子
日
。
操
則
存
。
舎
則

　
　
　
　
　
亡
。
出
入
無
時
。
莫
知
其
郷
。
惟
心
之
謂
与
。

　
操
藁
箒
亡
に
関
す
る
前
文
に
次
い
で
近
思
録
　
存
養
篇
に
あ
る
程
明
道
の
言
を

引
用
し
て
次
の
如
く
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
程
子
は
『
心
を
常
に
体
内
に
止
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
言
っ
た
が
、

そ
の
体
内
も
実
は
天
理
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
㊧
（
1
）
心
要
在
腔
子
裏
。

　
　
　
　
　
敬
便
在
三
子
裏
。
　
（
朱
子
語
類
）

　
　
　
　
　
問
。
心
要
在
三
子
裏
。
若
慮
三
三
物
時
如
何
。
朱
子
日
。
身
在
此
。
仁
心
合
在

　
　
　
　
　
此
。
（
同
前
）

次
い
で
、
ま
た
、

「
出
入
ハ
亦
只
ダ
是
レ
動
静
な
り
。
動
静
端
無
ケ
レ
バ
、

　
　
　
伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

豊
郷
有
ラ
ン
ヤ
。
」
に

於
て
も
同
じ
く
近
思
録
、
道
体
篇
よ
り
と
っ
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
動
静
無
端
。
陰
陽
無
始
。
非
知
道
者
。
敦
能
識
之
。

　
王
嘉
秀
が
陽
明
に
質
問
し
た
語
の
中
に
次
の
様
な
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
仙
ハ
長
生
久
視
ヲ
以
テ
・
人
ヲ
誘
・
テ
導
一
入
ラ
シ
き
と
・
こ
れ
は
孝

の
説
で
あ
る
。

㊧
（
1
）
治
人
事
天
。
莫
若
商
。
夫
唯
奮
。
是
謂
早
服
謂
之
重
積
徳
。
．
重
積
徳
則
無
不

　
　
　
克
。
無
不
克
則
莫
知
其
極
。
莫
知
其
極
。
右
肩
有
国
之
母
。
可
以
長
久
。
是
謂

　
　
　
深
根
固
砥
。
長
生
久
視
之
道
。

　
こ
の
王
嘉
秀
の
質
問
へ
の
陽
明
の
答
の
中
に
次
の
様
な
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

　
コ
一
一
陽
之
ヲ
道
ト
謂
ウ
。
但
ダ
仁
者
ハ
之
ヲ
見
テ
、
便
チ
之
ヲ
仁
ト
謂

イ
、
智
者
ハ
之
ヲ
見
テ
、
便
チ
之
ヲ
智
卜
謂
イ
、
百
姓
ハ
又
旧
二
用
イ
テ
知
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ズ
。
故
二
君
子
ノ
道
鮮
シ
。
」
と
。
易
に
繋
辞
伝
よ
り
と
る
。

　
㊧
（
1
）
一
毛
一
陽
之
謂
道
。
継
之
者
善
也
。
成
立
者
性
也
。
仁
者
見
之
謂
之
仁
。
知
者

　
　
　
　
　
見
之
謂
之
知
。
百
姓
日
用
而
不
知
。
故
君
子
降
道
鮮
　
。

　
「
後
世
ノ
儒
者
ノ
如
キ
ハ
、
道
理
ヲ
将
テ
一
一
説
イ
テ
纏
漏
無
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ

要
メ
。
箇
ノ
格
式
ヲ
立
定
ス
・
此
・
正
言
疋
・
一
ヲ
野
仏
ザ
・
」
と
あ
る
が
こ
れ

孟
子
　
尽
心
上
篇
よ
り
と
る
。

　
㊧
（
1
）
子
莫
執
中
。
執
中
為
近
之
。
湖
中
無
権
。
猶
執
一
也
。

　
「
人
間
の
念
は
『
樹
の
根
や
芽
の
」
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
志
を
立
て
る
の

は
、
こ
の
善
い
念
を
生
長
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
が
七
十
に
な
っ
て
、

『
わ
が
心
の
ま
ま
に
行
動
し
て
も
・
規
四
三
え
る
こ
と
が
な
塵
と
言
わ
れ
た

境
地
は
こ
の
志
の
樹
が
成
熟
に
至
っ
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
」
す
な
わ
ち
、
こ
れ

は
志
を
立
て
て
か
ら
そ
れ
が
と
げ
ら
れ
る
ま
で
そ
の
芽
生
え
生
長
を
樹
木
の
そ
れ

に
云
え
て
い
る
。
孔
子
の
言
は
論
語
　
為
政
篇
に
あ
り
。

一
＝
二



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

　
㊧
（
1
）
吾
十
有
五
心
志
志
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。
五
十
而
知
天
命
。
六
十
而

　
　
　
　
　
耳
順
。
七
十
而
従
心
所
欲
。
不
二
矩
。
」

　
「
精
神
・
道
徳
・
言
動
ハ
大
率
収
歓
ヲ
主
ト
為
ス
。
発
散
ハ
是
レ
巳
ム
ヲ
得
ザ

ル
ナ
リ
。
天
地
・
人
物
粛
然
リ
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
人
間
の
精
神
や
道
徳

的
行
為
は
勿
論
一
般
的
言
動
に
至
る
ま
で
天
地
万
物
に
則
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
と
、
天
地
万
物
の
原
理
と
例
え
て
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
文
中
子
は
『
聖
人
の
全
体
を
具
備
し
て
い
る
が
、
型
が
小
さ
い
。
』
と
い
っ
た

様
な
そ
れ
に
近
い
人
で
あ
る
の
に
惜
し
い
こ
と
に
彼
は
若
死
し
た
。
」
と
、
陸
澄
の

問
い
に
念
え
て
、
孟
子
　
公
孫
丑
上
篇
に
あ
る
語
を
ひ
い
て
陽
明
は
述
べ
て
・
い
る
。

　
㊧
（
1
）
昔
者
窺
聞
之
。
子
夏
。
子
游
。
子
張
。
皆
有
聖
人
之
一
体
。
再
三
。
関
子
。
顔

　
　
　
　
　
淵
。
則
具
体
而
微
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
自
己
の
私
欲
に
克
つ
に
は
、
必
ず
心
中
を
払
い
清
め
て
、
少
し
も
そ
の
あ
と

を
残
さ
ぬ
よ
う
に
し
て
、
や
っ
と
よ
い
の
で
あ
る
。
僅
か
で
も
そ
れ
が
残
っ
て
い

る
と
、
多
く
の
悪
が
手
を
引
き
合
っ
て
来
る
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

私
欲
を
除
く
修
行
と
し
て
克
己
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
論
語
　
顔
淵
篇

に
克
己
の
こ
と
が
あ
る
。

　
㊧
（
1
）
顔
淵
問
仁
。
子
日
。
克
己
復
礼
。
為
仁
。

　
「
「
学
問
す
る
人
は
、
ま
ず
自
己
の
務
む
べ
き
こ
と
に
努
力
す
る
の
が
大
切
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
の
他
の
こ
と
は
後
廻
し
に
し
た
方
が
よ
い
。
」
と
説
く
。
当
務
為
急
と
い
う
こ
と

は
孟
子
　
尽
心
上
篇
に
あ
り
。

　
㊧
（
1
）
孟
子
日
。
知
者
玉
戸
知
也
。
当
務
之
為
急
。
仁
者
無
不
岩
美
。
急
親
賢
之
為

　
　
　
　
　
務
。
尭
舜
之
下
露
不
偏
物
。
急
先
務
也
。
発
言
之
仁
不
偏
愛
人
。
三
親
賢
也
。

　
「
道
に
精
・
粗
の
別
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
の
見
方
に
精
と
粗
が
あ
る
の
で

あ
る
。
」
と
説
き
、
次
の
様
な
讐
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
部
屋
の
様
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
が
最
初
外
か
ら
入
っ
て

一
一
四

来
た
時
に
は
、
大
体
の
様
子
が
こ
の
様
で
あ
る
と
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
ば

ら
く
す
る
と
、
柱
や
壁
な
ど
も
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
来
る
し

な
お
さ
ら
に
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
柱
の
上
部
に
い
く
ら
か
彫
り
模
様
の
あ
る
こ

と
も
す
べ
て
細
か
く
見
え
て
来
る
。
し
か
し
初
め
の
一
部
屋
で
あ
る
こ
と
に
は
変

り
が
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
。

　
「
私
欲
ノ
日
二
生
ズ
ル
コ
ト
、
地
上
ノ
塵
ノ
如
ク
、
一
日
掃
ハ
ザ
レ
バ
、
便
チ

ヌ
一
層
有
ル
ヲ
。
着
実
二
功
ヲ
用
イ
バ
便
チ
見
ン
。
道
二
終
窮
無
シ
。
愈
々
探
レ

バ
愈
々
と
シ
。
必
ズ
精
白
ニ
シ
テ
一
毫
ノ
徹
セ
ザ
ル
無
二
ラ
シ
メ
バ
、
方
二
可
ナ

リ
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
私
欲
が
心
に
生
ず
る
の
を
地
上
の
塵
に
讐
え
、
ま
た
、

玄
米
を
精
精
白
に
す
る
の
に
讐
え
て
、
徹
底
的
に
究
明
し
て
、
僅
か
の
疑
問
や
曖

昧
さ
も
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
注
零
し
て
い
る
。

　
「
人
若
シ
真
実
二
己
二
切
シ
テ
功
ヲ
用
イ
テ
己
マ
ズ
ン
バ
、
則
チ
此
ノ
心
二
於

テ
天
理
ノ
精
微
ハ
、
日
一
二
日
ヨ
リ
見
、
私
欲
ノ
細
微
ハ
、
斎
日
一
二
日
ヨ
リ
見

レ
。
若
シ
克
己
ノ
工
夫
ヲ
用
イ
ズ
ン
バ
、
終
日
只
ダ
是
レ
説
話
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ

テ
、
天
現
心
置
二
重
ラ
見
ザ
ル
ナ
リ
。
」
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
路
を
歩

い
て
行
く
の
と
同
じ
で
、
あ
る
区
間
を
歩
け
ば
、
そ
の
区
間
だ
け
の
こ
と
は
よ
く

分
る
し
、
辻
の
わ
か
れ
道
へ
出
て
疑
わ
し
く
な
れ
ば
、
人
に
聞
き
、
聞
い
て
は
ま

た
歩
く
。
と
い
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
次
第
に
行
こ
う
と
す
・
る
目
的
地
に
着
け
る
の

で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
修
行
の
讐
え
と
し
て
い
る
。

　
「
道
ハ
方
体
無
シ
。
執
着
ス
可
カ
ラ
ズ
。
郡
ッ
テ
文
義
上
二
拘
滞
ス
レ
バ
、
道

ヲ
求
ム
ル
コ
ト
遠
シ
。
例
え
ば
人
が
天
に
つ
い
て
説
く
場
合
、
必
ず
し
も
実
際
に

天
そ
の
も
の
を
見
て
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
天
に
あ
る
太
陽
や
月
や
、
風
・
雷
な

ど
を
天
で
あ
る
と
言
う
の
は
よ
く
な
い
し
、
地
上
に
あ
る
入
や
物
、
或
い
は
草
木

を
天
で
な
い
と
言
う
の
も
不
可
で
あ
る
。
道
は
即
ち
天
に
外
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

…
…
。
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
只
ダ
生
後
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ン
ト
要
バ
、
則
チ
道
二
近
シ
。
」
と
説
く
が
、
こ
れ
は



要
す
る
に
、
何
を
先
に
し
、
何
を
後
に
す
る
か
、
物
事
の
順
序
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
、
そ
れ
が
出
来
れ
ば
理
想
に
近
い
と
い
う
意
味
へ
の
引
用
で
、
大
学
よ
り
と
る
。

　
㊧
（
1
）
物
外
本
末
。
事
有
終
始
。
知
所
先
後
。
則
近
道
　
。

　
「
人
ハ
才
二
随
ッ
テ
成
就
ス
ル
ヲ
要
ス
。
才
ト
ハ
是
レ
其
ノ
能
ク
為
ス
所
ニ
シ

　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

テ
、
蔓
ノ
楽
、
穫
ノ
種
ノ
如
シ
。
…
…
天
理
二
三
ナ
ル
処
二
三
レ
バ
、
亦
能
ク
器

　
　
（
3
）

ナ
ラ
ズ
。
菱
・
擾
ヲ
シ
テ
芸
ヲ
易
エ
テ
三
三
シ
メ
バ
、
当
量
亦
之
ヲ
能
ク
ス
ベ

シ
。
」
と
、
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
が
自
分
の
才
能
に
応
じ
て
自
分
を
完
成
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
心
を
天
理
に
純
一
に
す
べ
き
な
ど
を
説
い
た
の
で
あ
る

が
、
書
経
の
舜
典
お
よ
び
論
語
　
為
政
篇
よ
り
ひ
く
。

　
㊧
（
1
）
帝
日
。
蔓
。
三
三
典
楽
。
教
胃
子
。

　
　
（
2
）
帝
日
。
棄
。
黎
民
阻
飢
。
汝
后
稜
。
播
時
百
穀
。

　
　
（
3
）
子
日
。
君
子
不
器
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
宮
貴
二
素
シ
テ
ハ
宮
比
二
行
イ
、
患
難
二
黒
シ
テ
ハ
患
難
二
行
ウ
が
如
キ
ハ
皆

皆
レ
器
ナ
ラ
ズ
。
此
レ
惟
ダ
心
ノ
体
ヲ
養
イ
テ
正
シ
キ
者
ノ
ミ
之
ヲ
能
ク
ス
。
」
と

中
庸
の
語
旬
を
と
っ
て
説
い
て
い
る
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
「
数
町
歩
の
水
源
の
な
い
池
水
と
な
る
よ
り
も
、
広
さ
は
数
尺
に
過
ぎ
な
い

が
、
生
命
の
尽
き
な
い
井
戸
水
と
な
る
方
が
ま
し
で
あ
る
。
」
と
。
こ
れ
な
ど
は
学

問
の
こ
と
に
磐
え
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
人
君
一
端
棋
清
穆
、
六
卿
職
ヲ
分
ッ
テ
、
天
下
乃
チ
治
マ
ル
。
心
ノ
五
官
ヲ

統
ブ
ル
ハ
、
亦
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
要
ス
。
今
暁
ノ
視
ン
ト
要
ル
時
、
心
便
チ
逐
ッ

テ
色
上
二
在
リ
、
耳
ノ
聴
カ
ン
ト
要
ル
時
、
刀
剣
チ
逐
ッ
テ
頂
上
二
在
ラ
バ
人
君

ノ
宮
ヲ
込
バ
ン
ト
要
ル
時
、
便
チ
自
ラ
去
キ
坐
シ
テ
沼
部
二
在
リ
、
軍
ヲ
調
セ
ン

ト
要
ル
時
、
便
チ
自
ラ
去
キ
坐
シ
テ
兵
部
二
三
ル
が
如
シ
。
此
ノ
如
ク
ン
バ
豊
准

二
君
ノ
体
ヲ
失
ウ
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
、
六
卿
モ
亦
皆
其
ノ
職
ヲ
得
ザ
ラ
ン
。
」
と
、
述

　
　
　
　
伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

べ
天
下
の
政
治
に
繕
え
て
、

と
説
い
て
い
る
。

心
を
動
か
さ
な
い
修
行
を
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る

　
「
色
ヲ
好
ミ
、
利
ヲ
好
ミ
、
名
ヲ
好
ム
等
ノ
心
学
、
固
ヨ
リ
是
レ
私
欲
ナ
リ
。

し
か
し
、
間
思
雑
慮
ノ
如
キ
ハ
、
如
何
ゾ
亦
之
ヲ
私
欲
ト
謂
ウ
ヤ
。
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、

　
「
畢
意
色
ヲ
好
ミ
、
利
ヲ
好
ミ
、
名
ヲ
好
ム
等
ノ
根
上
ヨ
リ
起
レ
バ
ナ
リ
。
自

ラ
其
ノ
根
ヲ
尋
ネ
バ
便
チ
見
ン
。
例
え
ば
お
前
の
心
が
、
自
身
強
盗
を
す
る
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
な
い
こ
と
が
明
白
に
分
る
の
は
な
ぜ
か
。
お
前
に
は
元
来
そ
う
し
た
心
が
全
然

な
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
色
を
好
み
、
利
益
を
好
み
、
名
聞
を
好
む
こ
と

に
つ
い
て
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
な
い
と
断
言
で
き
る
か
ど
う
か
。
お
前
が
も
し

財
貨
・
色
・
名
聞
・
利
益
な
ど
を
好
む
心
に
つ
い
て
、
強
盗
を
し
な
い
心
と
同
様

に
、
す
べ
て
全
く
な
く
な
り
、
清
潔
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
心
の
本
体
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
無
用
な
間
思
雑
慮
の
起
る
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
強

盗
を
例
と
し
て
間
思
雑
慮
の
排
除
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
此
レ
便
チ
是
寂
然
不
動
ナ
リ
。
便
チ
是
レ
未
発
ノ
中
ナ
リ
。
便
チ
是
レ
廓
然

　
（
3
）

太
公
ナ
リ
。
自
然
二
感
ジ
テ
遂
二
通
ズ
ル
ナ
リ
。
自
然
二
発
シ
テ
節
二
中
ル
ナ

リ
。
自
然
二
物
来
ツ
テ
順
応
ス
ル
ナ
リ
。
」
と
つ
づ
け
、
易
ノ
繋
辞
上
伝
・
中
庸
お

よ
び
程
子
の
述
言
な
ど
を
ひ
い
て
説
い
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
易
。
三
思
也
。
言
為
也
。
寂
然
不
動
。
感
而
遂
通
天
下
目
之
。
非
天
下
之
至

　
　
　
　
神
。
其
敦
能
与
於
此
。

　
　
（
2
）
前
例
参
照

　
　
（
3
）
所
謂
定
者
動
亦
定
心
亦
定
。
無
将
迎
無
内
外
。
苛
以
外
物
為
外
牽
己
従
三
三
以

　
　
　
　
己
性
乱
撃
内
外
。
且
以
題
下
随
物
外
則
当
歳
在
外
時
何
者
為
三
内
。
是
有
意
絶

　
　
　
　
外
誘
不
知
性
無
内
外
。
既
以
内
外
為
二
本
則
又
烏
可
遽
語
定
。
夫
天
地
常
以
其

　
　
　
　
引
台
可
物
而
無
心
。
聖
人
二
重
其
情
順
万
物
而
無
情
。
故
君
子
学
莫
若
判
然
太

　
　
　
　
公
物
来
一
心
。
　
（
程
明
道
　
定
性
書
）

　
　
　
　
（
1
）

「
地
券
気
概
に
つ
い
て
両
者
の
不
可
分
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
。
」
を
説
い
て

一
一
五



伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

い
る
。
孟
子
　
公
孫
丑
上
篇
よ
り
と
る
。

㊧
（
1
）
夫
志
気
之
帥
也
。
気
体
之
充
也
。
平
担
七
七
。
気
言
書
。
麗
日
。

　
　
　
暴
其
気
。

持
其
志
。
無

　
「
聖
人
ハ
天
ノ
如
シ
。
往
ク
ト
シ
テ
天
罰
非
ザ
ル
無
シ
。
三
光
ノ
上
ハ
、
天
ナ

リ
。
九
地
ノ
下
モ
、
亦
天
ナ
リ
。
天
何
ゾ
嘗
テ
降
ッ
テ
自
ラ
卑
ウ
ス
ル
コ
ト
有
ラ

ス
ヤ
。
」
こ
れ
聖
人
の
態
度
を
天
に
算
え
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
聖
人
は
偉
大
に
し
て
而
も
変
化
自
在
、
方
体
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
く
ら
べ
て
賢
人
は
山
岳
の
よ
う
に
、
自
己
の
高
さ
を
守
る
の
み
で
、
限
ら
れ

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
百
初
の
山
を
引
き
上
げ
て
千
初
に
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
千
初
の
山
を
引
き
上
げ
て
万
初
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
賢
人
も

決
し
て
自
己
を
引
き
上
げ
て
高
く
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
引
き
上
げ
て
高
く
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
を
偽
る
行
為
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
ま
た

賢
人
の
態
度
を
山
に
讐
え
て
い
る
。
孟
子
　
尽
心
下
篇
よ
り
ひ
く
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
「
人
ノ
未
ダ
便
チ
手
ヲ
下
ス
処
有
ラ
ザ
ル
ヲ
恐
ル
。
故
二
人
ヲ
シ
テ
時
時
刻
刻

未
発
ノ
前
ノ
気
象
ヲ
求
メ
シ
メ
、
人
ヲ
シ
テ
目
ヲ
正
シ
テ
視
ル
モ
惟
ダ
此
レ
、
耳

ヲ
傾
ケ
テ
聴
ク
モ
惟
ダ
此
レ
ナ
ラ
シ
ム
。
即
ち
こ
れ
は
『
賭
な
い
う
ち
に
慎
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

聞
か
な
い
前
に
催
れ
る
。
』
の
修
行
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
両
者
の
説
き
方
は
相
反

す
る
が
、
ど
れ
も
学
問
す
る
者
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
已
む
を
得
ず
採
っ
た
指
導

法
に
外
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
が
、
中
庸
よ
り
と
っ
て
説
い
て
あ
る
。

㊧
（
1
）
道
也
者
。
不
可
須
離
離
也
。

　
　
　
直
談
其
所
不
聞
。

可
罰
非
道
也
。
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
賭
。
恐

　
「
一
時
一
事
二
瀬
リ
テ
ハ
、
固
ヨ
リ
全
国
ヲ
中
和
ト
謂
ウ
可
シ
。
然
レ
ド
モ
未

　
　
　
　
　
　
（
1
）

ダ
之
ヲ
大
本
達
道
ト
謂
ウ
可
カ
ラ
ズ
。
」
と
、
中
庸
に
あ
る
中
和
を
説
明
し
て
い

る
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

一
一
六

　
「
人
ノ
性
腺
善
ナ
リ
。
中
和
ハ
是
レ
人
人
ノ
原
ヨ
リ
有
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
豊
無

シ
ト
謂
ウ
可
ケ
ン
ヤ
。
但
ダ
常
人
ノ
心
ハ
、
既
二
昏
蔽
ス
ル
所
有
レ
バ
、
則
チ
其

ノ
本
体
ハ
、
亦
時
時
発
見
ス
ト
錐
モ
、
終
二
是
レ
心
外
暫
減
ニ
シ
テ
、
其
ノ
全
体

大
戸
二
非
ズ
。

　
元
来
如
何
な
る
時
も
中
で
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て

こ
れ
を
大
本
と
い
い
、
如
何
な
る
場
合
も
和
で
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
っ
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
達
道
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
世
の
最
も
至
誠
の

（
2
）

人
、
即
ち
聖
人
に
し
て
、
は
じ
め
て
こ
の
天
下
の
大
本
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
孟
子
　
告
子
上
篇
お
よ
び
中
庸
よ
り
ひ
い
て
説
く
。

　
㊧
（
1
）
人
性
之
善
也
。
軍
水
之
就
下
也
。

　
　
（
2
）
唯
天
下
至
誠
。
為
能
経
論
天
下
之
大
経
。
立
射
下
之
大
体
。
知
天
地
之
化
育
。

　
　
　
　
　
夫
焉
有
所
筒
。

　
「
未
ダ
相
着
カ
ズ
ト
錐
モ
、
然
レ
ド
モ
平
日
色
ヲ
好
ミ
、
利
ヲ
好
ミ
、
名
ヲ
好

ム
ノ
心
ハ
、
原
未
ダ
嘗
テ
無
カ
ラ
ズ
。
既
二
未
ダ
嘗
テ
無
上
ラ
ズ
ン
バ
、
即
チ
之

ヲ
有
り
ト
謂
ハ
ン
。
既
二
之
ヲ
有
り
ト
謂
エ
バ
、
則
チ
亦
偏
頚
回
シ
ト
謂
ウ
可
カ

ラ
ズ
。

　
之
ヲ
疲
を
病
ん
で
い
る
人
に
讐
え
て
見
れ
ば
、
時
に
は
発
病
し
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
病
原
を
根
本
的
に
除
か
な
い
限
り
は
、
病
気
の
全
く
な
い
健
康
体
と
は

い
え
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
須
ズ
是
レ
平
日
ノ
色
ヲ
好
ミ
、
利
ヲ
好
ミ
、
名
ヲ
好
ム
ナ
ド
ノ
項
ノ
一
応
ノ
私

心
ヲ
掃
除
蕩
糠
シ
テ
、
復
耐
塩
ノ
留
滞
ス
ル
無
ク
、
而
シ
テ
此
ノ
心
ノ
全
体
廓
然

ト
シ
テ
、
純
ヲ
是
レ
天
理
ナ
ラ
シ
メ
バ
、
方
二
之
ヲ
喜
怒
哀
楽
ノ
未
発
ノ
中
ト
謂

ウ
可
ク
、
方
二
是
レ
天
下
ノ
大
本
ナ
リ
。
」
こ
れ
な
ど
は
瘡
の
病
人
を
讐
と
し
て
説

い
て
い
る
。

「
聖
人
孔
子
の
教
え
の
全
体
を
見
て
、
こ
れ
を
把
握
し
得
た
の
は
顔
子
だ
け
で



あ
る
。

　
　
（
1
）
　
　
（
2
）

　
晴
然
ノ
一
嘆
ヲ
観
テ
見
ル
可
シ
。

　
笠
子
が
孔
子
の
偉
大
さ
を
、
た
め
い
き
を
つ
い
て
嘆
じ
た
。
論
語
の
中
の
彼
の

語
を
見
れ
ば
そ
れ
が
分
る
。
即
ち
、
彼
は
そ
の
中
で
『
孔
夫
子
は
弟
子
の
学
力
に

応
じ
、
順
序
に
従
っ
て
よ
く
教
え
導
か
れ
、
我
々
の
知
識
を
博
く
す
る
の
に
学
問

を
以
て
し
、
我
々
の
行
為
を
締
め
る
た
め
に
礼
を
教
え
ら
れ
た
。
』
と
い
っ
て
い
る

の
は
、
彼
が
孔
子
の
教
え
の
真
の
精
神
を
見
破
っ
て
後
の
語
に
外
な
ら
な
い
。
こ

　
　
　
　
（
3
）

の
博
文
約
礼
が
、
ど
う
し
て
人
を
よ
く
教
え
導
く
こ
と
で
あ
る
の
か
学
問
を
す
る

も
の
は
そ
の
点
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
聖
人
で

も
人
に
説
き
知
ら
せ
る
こ
と
は
む
つ
か
し
か
っ
た
の
で
、
学
問
を
す
る
も
の
そ
れ

自
身
が
自
分
で
修
行
し
自
分
で
悟
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
三
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
『
孔
夫
子
の
後
に
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
て
も
そ
の
方
法
が
な
い
。
』
と
い
っ
て

い
る
の
は
即
ち
『
文
王
は
道
の
至
る
を
待
ち
望
ん
だ
が
、
ま
だ
見
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
（
5
）

な
か
っ
た
。
」
と
い
う
の
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
道
を
待
ち
望
ん
で
ま
だ
見
な
い
と

は
、
真
に
道
を
見
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
私
は
顔
子

が
な
く
な
っ
て
以
後
、
聖
人
の
教
え
る
正
し
い
学
問
の
正
し
い
系
統
は
亡
ん
で
し

ま
っ
て
遂
に
よ
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
論
語
　
先
進
・
子

牢
の
両
篇
お
よ
び
孟
子
　
離
婁
下
篇
よ
り
ひ
い
て
説
い
て
あ
る
。

　
㊧
（
1
）
夫
子
哨
然
歎
日
。
吾
与
点
也
。
　
（
先
進
）

　
　
　
（
2
）
顔
淵
哨
然
歎
日
。
仰
之
弥
高
。
鐙
之
弥
堅
。
謄
之
在
前
。
忽
焉
三
三
。
夫
子
循

　
　
　
　
　
循
然
善
誘
人
。
港
図
以
文
。
約
我
以
礼
欲
罷
不
能
。
翼
端
画
才
。
如
有
所
立
卓

　
　
　
　
　
爾
錐
世
羅
之
。
末
由
也
己
。
　
（
子
空
）

　
　
　
（
3
）
博
我
以
文
。
約
我
以
礼
。
　
（
同
前
）

　
　
　
（
4
）
錐
欲
従
之
末
由
也
已
。
　
（
同
前
）

　
　
　
（
5
）
文
王
視
民
如
傷
。
望
道
而
未
之
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
告
知
ハ
是
硬
ク
此
ノ
心
ヲ
把
捉
シ
テ
、
他
ノ
動
カ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ム
。
孟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

子
ハ
卸
ッ
テ
是
レ
義
ヲ
集
メ
自
然
動
カ
ザ
ル
ニ
到
ル
。
」
と
あ
る
が
、
公
孫
丑
上
篇

伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

よ
り
ひ
い
て
説
く
。

　
㊧
（
1
）
夫
子
之
不
動
心
。
与
告
子
之
不
動
心
。
可
得
聞
与
。
告
子
日
。
不
蝋
管
言
。
勿

　
　
　
　
　
求
於
心
。
不
得
寒
心
。
勿
求
於
気
。
不
得
愚
心
。
勿
求
於
気
可
。
不
厭
軍
言
勿

　
　
　
　
　
求
於
心
不
可
。

　
　
　
（
2
）
其
色
気
。
講
義
与
道
無
是
餓
也
。
是
集
義
所
生
者
。
非
義
襲
段
取
之
也
。
行
有

　
　
　
　
　
不
調
於
心
。
則
餓
。
我
故
日
。
胞
子
未
嘗
知
義
。
以
其
外
之
也
。

　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
万
象
森
然
タ
ル
時
ハ
、
亦
沖
漠
無
朕
ナ
リ
。
」
即
ち
、
天
地
間
に
並
び
た
つ
万

物
や
一
切
の
現
象
が
心
中
に
反
映
し
て
い
る
時
は
一
方
で
は
ま
た
心
中
が
虚
無
の

状
態
の
時
で
あ
る
。
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
三
口
無
一
髪
ー
ノ
父
ニ
シ
テ
、
万
象
森
然
ハ
精
ノ
母
ナ
リ
。
一
ノ
中
二
精
有

リ
。
精
ノ
中
一
二
有
リ
。
」
即
ち
、
こ
れ
は
心
の
本
体
と
作
用
と
の
関
係
の
も
と
に

な
る
も
の
と
し
て
、
父
母
の
義
を
表
現
し
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
沖
漢
無
告
。
万
象
森
然
已
具
。
字
引
不
断
先
。
己
応
不
是
後
。
如
百
尺
之
木
。

　
　
　
　
　
自
根
本
至
枝
葉
。
無
一
不
貫
。
　
（
程
伊
川
）

　
　
　
（
2
）
前
例
参
照

　
「
心
ノ
外
二
物
無
シ
。
吾
が
心
ノ
一
念
ヲ
発
シ
テ
親
二
孝
ナ
ル
が
如
キ
、
即
チ

親
二
孝
ナ
ル
ハ
便
チ
是
レ
物
ナ
リ
。
」
即
ち
親
孝
行
を
例
と
し
て
、
親
に
孝
行
し
た

い
と
い
う
気
持
が
お
こ
っ
た
ら
、
そ
の
親
孝
行
と
い
う
こ
と
が
物
な
の
で
あ
る
と

説
い
て
あ
る
。

　
「
今
吾
が
所
謂
格
物
ノ
学
ヲ
為
ス
者
モ
、
寒
紅
多
ク
ワ
耳
二
流
ル
。
況
や
ロ
耳

　
（
1
）

ノ
学
ヲ
為
ス
者
、
能
ク
此
二
反
ラ
ン
ヤ
。
」
孫
子
　
勧
学
篇
の
中
か
ら
と
っ
て
訓
言

し
て
い
る
。

⑳
（
1
）
前
例
参
照

　
「
後
世
の
学
問
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
た
だ
無
理
に
結
果
だ
け
を
求
め
る
、
そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

せ
き
の
修
行
に
す
ぎ
な
い
。
」
と
、
孟
子
　
公
孫
丑
上
篇
よ
り
ひ
い
て
注
親
し
て
い

＝
七



る
。

伝
習
録
に
於
け
る
引
用
典
例
（
一
）

　
㊧
（
1
）
何
謂
浩
然
之
気
。
日
。
難
言
也
。
其
為
気
也
。
至
大
至
剛
。
以
直
養
而
無
害
。

　
　
　
　
　
則
寒
於
天
地
之
問
。
其
為
気
也
。
配
義
三
道
。
無
是
餓
也
。
是
集
義
所
生
者
。

　
　
　
　
　
非
学
襲
而
上
之
也
。

　
　
（
1
）

　
「
格
ト
ハ
正
ス
ナ
リ
。
其
ノ
正
シ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
正
シ
テ
、
以
テ
正
二
帰
ス
ル
ナ

リ
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
大
学
の
格
物
に
つ
い
て
陽
明
の
説
く
と
こ
ろ
は
非
常
に

多
い
。㊧

（
1
）
先
致
其
三
一
格
物
。
物
格
而
后
知
至
…
…
。

　
「
格
物
を
す
る
に
、
動
静
の
区
別
は
な
い
。
静
も
事
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
。
孟
子
は
『
必
ず
事
と
せ
よ
。
』
と
言
っ
た
が
、
必
ず
と
言
う
以
上
、
こ
れ
は
心

の
動
静
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
事
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
」
公
孫
丑
上
篇
よ
り
ひ
い

て
説
く
。

㊧
（
1
）
必
有
事
焉
。
而
勿
正
。
心
勿
忘
。
勿
助
長
也
。

　
「
工
夫
ノ
難
キ
処
ハ
、
全
ク
格
物
致
知
ノ
上
二
在
リ
。
此
レ
意
ヲ
誠
ニ
ス
ル
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

事
ナ
リ
。
意
既
二
誠
ナ
レ
バ
、
大
当
心
モ
亦
自
ラ
正
シ
ク
、
身
モ
亦
自
ラ
脩
ル
。
」

こ
れ
ま
た
大
学
よ
り
説
い
て
あ
る
。

㊧
（
1
）
隔
心
一
当
明
徳
於
天
下
者
。
…
…
欲
脩
其
身
者
。
六
二
勝
心
。
欲
正
下
心
者
。

　
　
　
先
革
客
意
。
欲
誠
其
意
者
。
招
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。
物
心
而
后
知
至
。
知

　
　
　
至
石
臼
意
誠
。
意
誠
而
后
心
正
。
心
正
而
退
身
脩
。
…
…

　
更
に
語
を
続
け
て
修
行
の
中
で
格
物
致
知
の
む
つ
か
し
さ
を
述
べ
前
文
と
共
に

大
学
の
格
物
・
致
知
と
誠
意
・
正
心
・
脩
身
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
中
庸
よ
り
ひ
く
。

　
「
但
ダ
心
ヲ
正
シ
、
身
ヲ
脩
ム
ル
ノ
工
夫
ハ
、
亦
各
々
カ
ヲ
用
ウ
ル
ノ
県
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

リ
。
身
ヲ
脩
ム
ル
ハ
是
レ
已
発
ノ
辺
ニ
シ
テ
、
心
ヲ
正
ス
ハ
是
未
発
ノ
辺
ナ
リ
。

＝
八

心
正
シ
キ
ト
キ
ハ
則
中
ニ
シ
テ
、
身
脩
ル
ト
キ
ハ
即
チ
和
ナ
リ
。
」
と
あ
る
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
「
仁
者
ハ
天
地
万
物
ヲ
以
テ
一
体
ト
為
ス
。
一
物
モ
所
ヲ
失
ウ
コ
ト
有
ラ
シ
メ

バ
、
便
チ
是
レ
吾
が
仁
ノ
未
ダ
尽
サ
ザ
ル
処
有
ル
ナ
リ
。
」
と
、
程
明
道
の
言
を
ひ

い
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
仁
者
以
天
地
万
物
為
一
体
。
　
（
近
思
録
　
三
体
篇
）

　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
只
だ
明
明
徳
を
説
い
て
、
親
民
を
説
か
な
け
れ
ば
便
ち
道
教
や
仏
教
の
説
と

似
た
も
の
と
な
る
。
」
と
、
大
学
よ
り
ひ
い
て
説
い
て
い
る
。

④
（
1
）
大
学
之
道
。
三
明
明
徳
。
三
親
民
。
小
止
於
至
善
。

　
「
惟
ダ
其
レ
箇
ノ
発
端
ノ
包
有
リ
。
所
以
二
生
ズ
。
惟
レ
生
ズ
。
所
以
二
息
マ

ズ
。
之
ヲ
木
二
磐
ウ
ル
ニ
、
其
ノ
始
メ
芽
ヲ
抽
ク
ハ
、
便
チ
是
レ
木
ノ
生
意
発
端

ノ
処
ナ
リ
。
芽
ヲ
抽
イ
テ
然
ル
後
幹
ヲ
発
ス
。
幹
ヲ
発
シ
テ
然
ル
後
枝
ヲ
生
ジ
葉

ヲ
生
ズ
。
然
ル
後
是
生
生
シ
テ
息
マ
ズ
。
若
シ
芽
無
ク
ン
バ
、
何
ヲ
以
テ
カ
幹
有

リ
枝
葉
有
ラ
ン
。
能
ク
芽
ヲ
抽
ク
ハ
、
必
ズ
是
レ
下
面
二
箇
ノ
根
ノ
在
ル
有
レ
バ

ナ
リ
。
根
有
レ
バ
方
二
生
ズ
、
根
無
ケ
レ
バ
便
チ
死
ス
。
根
無
ク
ン
バ
何
二
従
ッ

テ
カ
芽
抽
カ
ン
。
父
子
兄
弟
ノ
愛
ハ
、
便
チ
是
レ
人
心
ノ
生
意
発
端
ノ
処
ニ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

テ
、
木
ノ
芽
ヲ
抽
ク
ガ
如
シ
。
此
ヨ
リ
シ
テ
民
二
仁
シ
物
ヲ
愛
ス
。
便
チ
是
レ
幹

ヲ
発
シ
枝
ヲ
生
ジ
葉
ヲ
生
ズ
ル
ナ
リ
。
」
と
、
即
ち
、
父
子
兄
弟
の
愛
の
芽
ば
え
生

長
を
木
の
発
生
生
成
に
警
え
て
、
そ
し
て
孟
子
　
尽
心
上
篇
の
語
を
ひ
い
て
説
い

て
い
る
。

㊧
（
1
）
前
例
参
照

　
「
墨
氏
ノ
兼
愛
ハ
差
等
無
ク
、
自
家
ノ
父
子
兄
弟
ヲ
将
テ
、
途
人
ト
一
般
二

看
、
便
チ
自
ラ
発
端
ノ
処
ヲ
没
ス
。
芽
ヲ
抽
カ
ザ
レ
バ
、
便
チ
他
二
根
無
キ
ヲ
知

ル
。
便
チ
是
レ
生
生
シ
テ
息
マ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
安
ゾ
之
ヲ
仁
ト
謂
ウ
ヲ
得
ン
。



孝
弟
ハ
仁
ヲ
為
ス
ノ
本
ナ
リ
。
卸
ッ
テ
是
レ
仁
ノ
理
ハ
裏
面
ヨ
リ
発
生
シ
出
デ
来

ル
。
」
と
、
こ
れ
も
や
は
り
木
の
芽
、
根
を
讐
と
し
て
墨
書
の
兼
愛
説
と
を
比
較
し

つ
つ
、
真
の
仁
の
発
生
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
孟
子
　
勝
文
公
上
篇
お
よ

び
論
語
　
学
而
篇
よ
り
引
用
し
て
い
る
。

　
㊧
（
1
）
吾
聞
夷
子
墨
者
。
…
…
…
。
夷
子
日
。
儒
者
之
道
。
古
之
人
若
保
赤
子
。
此
言

　
　
　
　
　
何
謂
也
。
之
則
以
為
愛
無
差
等
。
施
由
親
始
。

　
　
　
（
2
）
其
為
人
也
孝
弟
。
而
好
犯
上
者
鮮
突
。
不
好
犯
上
。
而
好
作
乱
者
。
未
之
有

　
　
　
　
　
也
。
君
子
勢
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
其
為
仁
之
本
与
。

中
国
倫
理
学
詳

覧
海
（
上
海
中
華
書
局
印
行
）

　
以
上
が
上
巻
の
序
と
徐
日
仁
所
録
お
よ
び
陸
原
静
所
録
に
筆
録
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
論
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
続
稿
と
し
て
上
巻
の
蘇
尚
謙
所
録
お
よ
び
中
巻

・
下
巻
に
つ
い
て
順
に
論
述
し
、
出
典
を
引
用
し
、
讐
例
を
あ
げ
た
陽
明
学
に
お

け
る
そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
論
究
し
た
い
。
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